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̐
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ɹ
第
̍
回
定
ྫ
会
の
֓
要

　
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
16
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
3ÿ
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
、
小
஑
知
事
の
施
政
方
針
આ
明
が
行
わ
れ
、
知
事
は
、
「
攻
め
」
と
「
守
り
」

の
総
力
戦
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
立
ち
向
か
う
と
ड़
べ
る
と
と
も
に
、
チ

ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
の
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
や
、
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
એ

੤
制
度
」
の
構
築
な
ど
に
言
ٴ
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
未
来
を
担
う
「
人
」
を
育
て

る
た
め
、
人
に
「
ޫ
」
を
当
て
、
人
の
力
を
大
い
に
引
き
出
す
た
め
の
取
組
に
力
を
入

れ
て
い
く
と
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
２
月
22
日
、
24
日
、
25
日
は
、
各
会
派
等
の
2ÿ
人
に
よ
り
、
都
政
全
般
に
対
す
る
知

事
等
へ
の
代
表
・
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
25
日
の
質
問
終
了
後
、
予
算
案
、
条

例
案
等
の
知
事
提
出
議
案
１
１
2
件
が
上
ఔ
さ
れ
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
後
、
各

委
員
会
に
議
案
が
付
託
さ
れ
た
ほ
か
、
人
事
案
21
件
が
同
意
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
提
出
議
案
1
件
が
上
ఔ
さ
れ
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
３
日
は
、
知
事
提
出
議
案
の
う
ち
「
令
和
３
年
度
東
京
都
一
般
会
計
補
正
予
算

ớ
第
1ÿ
号
Ờ
」
等
13
件
が
各
委
員
会
ใ
ࠂ
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員

提
出
の
条
例
案
１
件
が
上
ఔ
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
の
ロ
シ
ア
܉
の
ଈ
時
ఫ
ୀ
と
速
や
か
な
平
和
の
実
現
に
関
す
る
決
議
」
が
出
੮
議
員

の
起
立
総
員
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
３
月
７
日
、
８
日
、
９
日
に
総
括
質
疑
が
行
わ
れ
、
予
算

案
に
対
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
1ÿ
日
の
本
会
議
で
は
、
追
加
提
出
さ
れ
た
予
算
案
１
件
が
上
ఔ
さ
れ
、
予
算
特

別
委
員
会
に
付
託
後
、
22
日
は
、
同
委
員
会
で
各
常
任
委
員
会
の
予
算
調
査
を
受
け
て

の
し
め
く
く
り
総
括
質
疑
、
ཌ
23
日
に
は
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
３
月
25
日
は
、
議
案
の
採
決
等
が
行
わ
れ
、
「
令
和
４
年
度
東
京
都
一
般

会
計
予
算
」
を
始
め
知
事
提
出
議
案
１
０
０
件
が
各
委
員
会
ใ
ࠂ
の
と
お
り
可
決
さ
れ

た
ほ
か
、
追
加
提
出
さ
れ
た
教
育
委
員
会
教
育
௕
選
任
の
人
事
案
１
件
が
同
意
議
決
さ

れ
ま
し
た
。
議
員
提
出
議
案
で
は
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
条
例
案
１
件
が
ఫ
回
ঝ

認
さ
れ
た
ほ
か
、
条
例
案
１
件
が
൱
決
、
追
加
提
出
さ
れ
た
条
例
案
２
件
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
「
๺
朝
઱
に
よ
る
ϛ
サ
イ
ル
発
ࣹ
に
対
す
る
߅
議
決
議
」
等
２
件
が

可
決
さ
れ
、
ด
会
と
な
り
ま
し
た
。
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す
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償
及
び
期
末
手
当
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す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
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受
਍
や
検
ࠪ
体
制
ڧ
化
の
取
組
を

高
ྸ
者
施
設
の
コ
ϩ
φ
対
策
ڧ
化
を

小
 ٶ

あ
Μ
り

（
自
民
党
）

 

̐
年
౓
予
算
で
໋
や
฻
ら
し
を
守
Ε

コ
ϩ
φ
ࢧ
ԉ
は
੾
Ε
目
な
く
実
施
を

૿
子 
ひ
ろ
き

（
都
フ
ァ
ー
ス
ト
）

ợ
コ
ロ
ナ
対
策
Ụ
ᶃ
発
೤
外
来
の
半
数
が
公
表
さ
れ

て
い
な
い
。
医
療
機
関
の
受
診
や
検
査
体
制
強
化
に

取
り
組
む
べ
き
。
ᶄ
感
染
リ
ス
ク
、
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
方
が
入
所
す
る
高
ྸ
者
施
設
の
取
組
強
化
を
。

健
߁
担
当
ہ
長　
ᶃ
全
て
の
診
療
・
検
査
医
療
機
関

の
原
ଇ
公
表
に
向
け
働
き
か
け
を
強
化
。
ᶄ
職
員
や

入
所
者
の
ϫ
ク
チ
ン
接
種
の
増
強
、
高
齢
者
等
医
療

支
援
型
ྟ
時
医
療
施
設
の
開
設
等
、
支
援
を
強
化
。

ợ
受
ݧ
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
ି
付
事
業
Ụ
経
済
的
な

ཧ
༝
で
学
び
が
ࠨ
ӈ
さ
れ
な
い
よ
う
事
業
の
強
化
を
。

知
事　
４
年
度
か
ら
貸
付
対
象
世
帯
の
ऩ
入
要
件
を

引
き
上
げ
対
象
拡
大
し
区
市
町
村
へ
の
補
助
を
拡
充
。

ợ
高
校
生
等
の
医
療
費
助
成
Ụ
区
市
町
村
と
の
事
前

調
整
を
行
わ
ͣ
事
຿
費
が
計
上
さ
れ
た
。
都
は
ͦ
の

後
の
制
度
設
計
や
財
ݯ
に
੹
೚
を
持
っ
て
対
応
を
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
具
体
的
な
制
度
内
容
は
区
市
町
村

と
意
見
交
׵
し
整
理
。
議
論
重
Ͷ
調
整
し
検
討
す
る
。

ợ
؍
光
産
業
Ụ
ґ
વ
大
き
な
影
響
。
今
後
の
ৼ
ڵ
は
。

産
業
࿑
働
ہ
長　
創
設
す
る
ϫ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ

ン
タ
ー
で
؍
ޫ
事
業
者
間
や
地
域
の
ネ
ッ
ト
ϫ
ー
ク

づ
く
り
の
後
押
し
等
を
支
援
し
産
業
活
性
化
を
実
現
。

ợ
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
Ụ
学
童
ク
ラ
ブ
等
不
े
෼
。

地
域
で
ݽ
立
さ
せ
な
い
た
め
居
場
所
の
確
保
は
重
要
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
既
存
施
設
の
活
用
等
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
居
場
所
確
保
の
経
費
を
幅
広
く
支
援
。

ợ
༮
ஓ
園
教
་
等
の
ॲ
۰
改
ળ
Ụ
国
と
連
携
し
人
材

確
保
を
。
ݸ
人
立
は
対
৅
外
で
独
自
の
支
援
が
必
要
。

生
活
จ
化
ہ
長　
国
の
支
援
は
９
月
ま
で
。
都
は
10

月
Ҏ
߱
、
国
制
度
を
活
用
し
支
援
を
行
う
。
対
象
外

の
個
人
立
等
に
も
独
自
に
国
と
同
様
の
支
援
を
開
始
。

ợ
հ
ޢ
職
員
支
援
Ụ
宿
ࣷ
आ
り
上
げ
支
援
の
ॆ
実
を
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
支
援
事
業
の
補
助
対
象
を
拡
大
し
、

よ
り
多
く
の
事
業
所
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

ợ
์
課
後
等
デ
イ
サ
ー
Ϗ
ス
事
業
Ụ
質
の
高
い
サ
ー

Ϗ
ス
を
提
供
し
て
い
る
事
業
者
が
報
わ
れ
る
制
度
に
。

交
通
ہ
長　
ਸ਼
江
駅
は
現
在
と
別
の
場
所
に
Τ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
増
設
。
ࠞ
ࡶ
解
消
と
利
便
性
向
上
を
図
る
。

ợ
４
年
度
予
算
Ụ
感
染
症
や
災
害
等
か
ら
都
民
の
໋

や
฻
ら
し
を
守
り
、
東
京
の
成
長
や
発
展
に
つܨ

な

げ
よ
。

知
事　
コ
ロ
ナ
対
策
や
災
害
か
ら
都
民
を
守
り
、
都

民
୭
も
が
ً
き
活
༂
で
き
る
東
京
大
改
革
を
実
現
。

ợ
高
ྸ
者
施
設
Ụ
オ
ミ
ク
ロ
ン
ג
の
特
性
に
対
応
し

た
ྟ
時
医
療
施
設
の
新
設
を
踏
ま
え
、
対
策
強
化
を
。

健
߁
担
当
ہ
長　
高
齢
者
等
医
療
支
援
型
施
設
を
開

設
し
高
齢
者
έ
ア
進
め
医
療
提
供
体
制
の
充
実
図
る
。

ợ
都
民
・
事
業
者
支
援
Ụ
ᶃ
助
成
ۚ
は
ॊ
ೈ
な
対
応

を
図
る
と
と
も
に
都
税
の
支
෷
い
༛
予
等
の
支
援
を

３
年
度
末
も
切
れ
目
な
く
実
施
す
べ
き
。
ᶄ
新
た
な

制
度
༥
ࢿ
等
、
ۚ
༥
支
援
の
ߋ
な
る
強
化
を
図
る
べ

き
。
ᶅ
ࢿ
ۚ
܁
り
支
援
や
経
営
基
൫
強
化
に
向
け
た

専
໳
家
に
よ
る
支
援
等
、
ҿ
食
事
業
者
へ
の
支
援
を
。

知
事　
ᶃ
助
成
の
支
援
対
象
期
間
の
Ԇ
௕
を
図
る
。

都
税
等
も
猶
予
制
度
を
活
用
し
た
支
援
を
実
施
す
る
。

産
業
࿑
働
ہ
長　
ᶄ
新
た
な
借
り
׵
え
ϝ
ニ
ュ
ー
の

創
設
や
̙
̭
等
に
関
連
し
た
融
資
の
充
実
を
図
る
。

ᶅ
感
染
防
止
対
策
の
支
援
対
象
工
事
の
期
間
を
Ԇ
௕
。

専
門
家
に
よ
る
助
言
の
経
費
助
成
等
の
拡
充
を
図
る
。

ợ
学
童
の
待
機
児
童
Ụ
早
期
に
解
消
す
る
た
め
多
༷

な
取
組
を
行
う
区
市
町
村
を
支
援
し
て
い
く
べ
き
。

ợ
高
校
３
年
生
世
代
ま
で
医
療
費
ແ
ঈ
化
Ụ
ᶃ
最
重

要
政
策
と
し
て
要
望
。
５
年
４
月
か
ら
ແ
ঈ
化
を
決

அ
し
た
思
い
は
。
ᶄ
医
療
費
の
ແ
ঈ
化
を
ಉ
じ
都
民

で
あ
り
な
が
ら
Ը
ܙ
を
被
れ
な
い
の
は
不
公
平
の
声
。

都
独
自
の
補
助
の
ス
キ
ー
ム
を
つ
く
る
べ
き
。

知
事　
ᶃ
子
育
て
を
支
援
す
る
福
祉
施
策
充
実
の
؍

点
か
ら
５
年
４
月
の
開
始
を
目
指
し
て
予
算
計
上
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
ᶄ
区
市
町
村
と
ஸ
ೡ
に
議
論
を
重

Ͷ
調
整
し
て
い
く
。
必
要
な
経
費
や
࢓
組
み
を
検
討
。

ợ
駅
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
Ụ
整
備
の
進
ḿ
に
向
け
、
ซ

せ
て
安
全
性
が
危
ዧ
さ
れ
る
駅
の
༏
先
的
整
備
を
。

東
京
都
技
؂　
調
査
費
を
予
算
計
上
し
、
整
備
対
象

駅
の
追
加
等
計
画
の
見
直
し
を
鉄
道
事
業
者
と
調
整
。

ợ
高
ྸ
者
施
設
ク
ラ
ス
タ
ー
Ụ
医
師
会
に
協
力
を
求

め
施
設
の
往
診
診
療
を
行
っ
て
も
ら
う
体
制
整
備
を
。

健
߁
担
当
ہ
長　
医
師
会
等
と
連
携
し
、
医
師
が
入

所
者
へ
の
往
診
等
を
行
う
新
た
な
取
組
を
開
始
す
る
。

ợ
感
染
法
上
の
෼
ྨ
Ụ
自
宅
療
養
の
感
染
者
を
健
߁

؍
࡯
で
き
る
よ
う
コ
ロ
ナ
を
ޒ
ྨ
に
見
直
す
べ
き
。

知
事　
東
京
̸
̘
̙
̘
等
か
ら
知
見
を
ऩ
集
し
て
い

く
と
と
も
に
、
国
に
対
し
て
も
必
要
な
対
応
求
め
る
。

ợ
中
小
企
業
支
援
Ụ
ᶃ
ແ
利
子
、
ແ
保
証
ྉ
の
༥
ࢿ

の
ਾ
置
期
間
延
長
と
一
า
踏
み
込
ん
だ
支
援
の
実
施

を
。
ᶄ
人
材
確
保
と
঑
学
ۚ
の
ฦ
済
負
担
ܰ
減
制
度

に
つ
い
て
早
期
の
ए
者
ื
ू
開
始
と
事
業
の
周
知
を
。

産
業
࿑
働
ہ
長　
ᶃ
新
た
な
借
り
׵
え
ϝ
ニ
ュ
ー
創

設
し
借
入
額
８
千
万
円
ま
で
信
用
保
証
料
を
全
額
補

助
。
ᶄ
新
聞
・
̨
̣
̨
で
Ｐ
̧
。
大
学
Ω
Ỿ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
や
ハ
ロ
ー
ϫ
ー
ク
等
と
連
携
し
利
用
を
促
す
。

ợ
子
供
政
策
Ụ
全
ி
挙
げ
て
施
策
展
開
す
べ
き
。

知
事　
子
供
政
策
連
携
室
を
設
置
し
政
策
全
般
を
子

供
目
線
で
ଊ
え
直
し
総
合
的
に
推
進
す
る
体
制
構
築
。

ợ
区
市
町
村
立
小
中
学
校
の
体
育
ؗ
空
調
設
置
Ụ
支

援
期
間
の
延
長
が
必
要
。
３
年
度
末
の
設
置
状
況
は
。

教
育
長　
設
置
཰
は
８
２
・
２
ˋ
の
見
込
み
。
感
染

症
で
工
事
を
見
ૹ
る
事
例
踏
ま
え
補
助
事
業
を
Ԇ
௕
。

ợ
ࢲ
立
高
校
त
業
ྉ
の
実
質
ແ
ঈ
化
Ụ
保
ޢ
者
負
担

ܰ
減
の
た
め
、
収
入
確
認
期
間
を
大
෯
ॖ
減
す
べ
き
。

生
活
จ
化
ہ
長　
補
助
金
支
給
ま
で
の
期
間
短
ॖ
を

５
年
度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
、
着
実
に
取
り
組
む
。

ợ
ス
ト
ー
Χ
ー
対
策
Ụ
被
害
者
の
居
場
所
を
特
定
す

ợ
都
立
・
公
社
病
院
の
独
法
化
Ụ
அ
じ
て
ڐ
さ
れ
な

い
。
開
会
日
の
施
政
方
਑
で
໰
題
に
一
言
も
৮
れ
な

か
っ
た
。
ஸ
ೡ
に
આ
明
す
る
と
言
っ
た
の
は
ӕ
か
。

知
事　
目
的
は
、
医
療
環
境
が
変
わ
る
中
で
も
安
定

的
な
運
営
に
よ
る
質
の
高
い
医
療
提
供
。
こ
の
意
義

や
役
割
は
度
々
都
議
会
で
考
え
を
示
し
議
論
ਂ
め
た
。

ợ
コ
ロ
ナ
対
策
Ụ
オ
ミ
ク
ロ
ン
ג
の
対
策
は
後
手
後

手
で
現
場
は
ਂ
ࠁ
。
現
状
を
認
識
し
対
策
を
講
じ
よ
。

知
事　
先
手
先
手
の
対
策
講
じ
た
。
第
ޒ
波
の
経
験

踏
ま
え
病
床
確
保
レ
ベ
ル
の
引
き
上
げ
等
、
行
っ
た
。

ợ
一
般
会
計
予
算
Ụ
税
収
増
を
コ
ロ
ナ
対
策
と
と
も

に
都
民
の
฻
ら
し
・
営
業
守
る
څ
付
等
に
࢖
う
べ
き
。

知
事　
都
民
生
活
と
経
済
活
動
を
守
り
抜
く
た
め
、

必
要
な
施
策
に
的
確
に
財
ݯ
を
振
り
向
け
て
い
く
。

ợ
住
宅
支
援
Ụ
住
宅
は
生
活
の
基
൫
。
֨
ࠩ
・
ශ
ࠔ

対
策
に
お
け
る
住
宅
支
援
の
重
要
性
の
認
識
は
。

知
事ɹ
都
民
の
居
住
の
安
定
確
保
に
向
け
た
住
宅
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強
化
等
、
総
合
的
施
策
を
展
開
。

ợ
医
療
費
助
成
Ụ
øÿ
歳
ま
で
対
৅
拡
大
の
効
Ռ
は
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
高
校
生
世
代
は
健
߁
づ
く
り
の
基

ૅ
を
ഓ
う
大
切
な
時
期
で
、
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
。

ợ
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
へ
の
支
援
Ụ
都
の
ৼ
ڵ

৚
ྫ
に
基
づ
き
正
໘
か
ら
取
り
組
む
べ
き
。

知
事　
資
金
繰
り
支
援
や
販
路
拡
大
、
業
態
転
׵
の

サ
ポ
ー
ト
等
の
取
組
通
じ
経
営
を
着
実
に
支
援
す
る
。

ợ
学
校
で
の
生
ཧ
ٳ
暇
Ụ
成
੷
等
に
ѱ
影
響
と
思
い
、

ٳ
め
ͣ
体
調
が
ѱ
化
し
た
等
の
実
ଶ
を
ど
う
思
う
か
。

教
育
長　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
つ
つ
ཆ
護
教
་

中
心
に
対
応
。
各
教
Պ
等
の
評
価
は
総
合
的
に
判
断
。

ợ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
એ
੤
制
度
Ụ
実
現
の
意
義
は
。

知
事　
制
度
導
入
で
生
活
上
の
困
り
事
の
軽
減
や
多

様
な
性
へ
の
都
民
の
理
解
を
促
進
す
る
効
果
が
期
待
。

ợ
学
生
・
ए
者
へ
の
支
援
Ụ
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
生
の

ࠔ
ځ
や
ਫ਼
神
的
な
負
担
や
不
調
の
実
ଶ
の
認
識
は
。

ợ
Ｄ
̭
Ụ
デ
ジ
タ
ル
化
、
効
率
化
に
ཹ
め
ͣ
行
政
の

あ
り
方
、
質
を
ม
え
る
行
ֵ
に
ܨ
ぐ
取
組
の
推
進
を
。

知
事　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
で
都
民
の
意
見
を
施

策
に
反
映
さ
せ
る
取
組
を
展
開
し
構
造
改
革
を
実
現
。

ợ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
એ
੤
制
度
Ụ
＊̡

Ｇ
̗
Ｔ
Ｑ
ʴ

の
当
事
者
の
ݖ
利
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の
か
。

知
事　
受
理
証
明
ॻ
の
都
実
施
の
サ
ー
ビ
ス
で
の
活

用
や
民
間
協
力
の
ݺ
ͼ
か
け
等
図
り
、
制
度
を
構
築
。

ợ
コ
ロ
ナ
対
策
Ụ
都
民
生
活
に
見
通
し
持
て
る
よ
う

ま
ん
延
๷
止
ા
置
の
解
আ
基
準
を
明
ら
か
に
す
べ
き
。

૯
຿
ہ
長　
国
が
総
合
的
に
判
断
。
都
は
国
と
意
見

交
׵
し
専
門
家
の
意
見
聞
き
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

ợ
中
小
企
業
支
援
Ụ
企
業
の
生
産
性
向
上
へ
、
デ
ジ

タ
ル
人
材
育
成
・
確
保
策
に
ߋ
に
力
を
入
れ
る
べ
き
。

知
事ɹ
デ
ジ
タ
ル
人
材
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
を
展
開
し
、

専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
や
講
習
費
用
等
の
助
成
を
開
始
。

ợ
生
活
保
ޢ
の
ැ
養
র
会
Ụ
本
人
が
ڋ
ん
で
い
る
場

合
は
、
や
め
る
対
応
を
෱
ࢱ
事
຿
所
が
行
う
べ
き
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
ڋ
൱
理
由
を
確
認
の
上
一
୴
保
留

し
、
必
要
の
際
は
理
解
得
る
よ
う
౒
め
る
旨
を
通
知
。

ợ
児
童
虐
待
Ụ
相
談
݅
数
は
３
年
で
２
倍
近
く
増
え

た
。
早
急
か
つ
ൈ
本
的
な
対
策
拡
ॆ
に
向
け
見
解
は
。

知
事ɹ
児
童
福
祉
࢘
等
の
増
員
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
設
置
し
実
ફ
的
研
修
実
施
。
体
制
強
化
す
る
。

ợ
都
立
・
公
社
病
院
独
法
化
Ụ
行
政
的
医
療
の
提
供
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෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
４
年
度
に
事
業
開
始
。
コ
ア
人
材

の
配
置
や
学
校
と
の
連
携
等
、
都
基
準
を
満
た
し
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
事
業
者
を
支
援
。

ợ
ط
ଘ
住
宅
の
̘
̤
２
࡟
減
Ụ
住
宅
の
Āÿ
ˋ
の
ط
ଘ

住
宅
で
ল
エ
ネ
や
再
エ
ネ
導
入
の
取
組
を
進
め
よ
。

環
境
ہ
長　
૭
等
断
೤
化
補
助
を
拡
大
し
ଠ
ཅ
ޫ
発

ి
設
備
設
置
に
は
新
築
時
の
補
助
額
よ
り
割
り
増
し
。

ợ
໦
ີ
地
域
に
お
け
る
ࢲ
ಓ
の
ແ
電
ப
化
Ụ
ど
の
よ

う
な
ࢲ
ಓ
を
支
援
の
対
৅
に
す
る
の
か
見
解
は
。

東
京
都
技
؂　
重
点
整
備
地
域
の
区
道
等
に
接
続
す

る
私
道
を
対
象
に
、
新
た
に
区
に
対
し
経
費
を
支
援
。

ợ
農
地
保
全
等
と
ซ
せ
た
๷
災
ま
ち
づ
く
り
Ụ
区
市

へ
の
働
き
か
け
は
農
地
࢒
す
ࢹ
఺
が
重
要
。
見
解
は
。

東
京
都
技
؂　
４
年
度
か
ら
地
区
計
画
策
定
等
、
೶

地
保
全
に
効
果
的
手
法
等
を
検
討
す
る
区
市
を
支
援
。

ợ
児
童
相
談
所
Ụ
体
制
強
化
す
べ
き
。
専
໳
職
の
増

員
、
人
材
育
成
の
強
化
策
等
、
取
組
を
ߋ
に
進
め
よ
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
چ
世
ా
୩
児
相
を
活
用
し
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
実
ફ
的
研
修
を
実
施
。

知
事　
４
年
度
か
ら
計
画
を
策
定
し
、
区
市
町
村
を

支
援
す
る
。
「
小ㅢ

１
の
น
」
の
ଧ
ഁ
に
取
り
組
む
。

ợ
受
ݧ
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
ି
付
事
業
Ụ
意
欲
的
に

取
り
組
む
子
供
達
の
௅
ઓ
を
一
૚
支
援
す
べ
き
。

知
事　
４
年
度
か
ら
ऩ
入
要
件
を
引
き
上
げ
る
。
ਃ

込
件
数
増
加
に
必
要
な
経
費
を
予
算
案
に
計
上
し
た
。

ợ
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
Ụ
子
育
て
応
援
の
؍
఺
で

子
供
割
Ҿ
運
賃
の
設
定
を
具
体
的
に
進
め
る
べ
き
。

知
事　
௕
期
休
暇
期
間
に
１
日
乗
ं
݊
を
１
０
０
円

で
販
ച
。
効
果
分
析
し
運
賃
の
あ
り
方
を
協
議
す
る
。

ợ
い
じ
め
໰
題
Ụ
被
害
児
童
と
家
族
に
د
り
ఴ
う
形

の
第
ࡾ
者
に
よ
る
支
援
体
制
ߏ
ங
が
重
要
。
見
解
は
。

教
育
長ɹ
区
市
町
村
と
連
携
し
初
期
ஈ
֊
か
ら
専
門

家
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
࢓
組
み
づ
く
り
を
行
う
。

ợ
医
療
的
ケ
ア
児
Ụ
専
用
通
学
車
両
の
拡
ॆ
や
؃
ޢ

師
確
保
等
、
特
別
支
援
学
校
の
支
援
を
強
化
す
べ
き
。

教
育
長　
乗
ं
ใ
ु
引
き
上
げ
等
ॲ
۰
改
ળ
を
図
る
。

知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
で
も
運
行
を
開
始
す
る
。

ợ
シ
ニ
ア
世
代
の
デ
ジ
タ
ル
化
Ụ
大
学
生
等
と
連
携

し
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
解
消
に
一
૚
౒
め
る
べ
き
。

宮
ࡔ
෭
知
事　
新
た
に
東
京
ス
マ
ホ
サ
ポ
ー
タ
ー
認

証
制
度
を
開
始
し
、
地
域
で
の
支
え
合
い
に
繋
げ
る
。

ợ
հ
ޢ
人
材
の
確
保
Ụ
宿
ࣷ
आ
り
上
げ
支
援
拡
ॆ
や

職
員
の
ߋ
な
る
ॲ
۰
改
ળ
等
、
人
材
確
保
の
強
化
を
。

知
事　
宿
ࣷ
借
り
上
げ
を
災
害
時
協
力
協
定
締
結
事

業
者
等
に
拡
大
。
賃
金
を
月
額
９
千
円
引
き
上
げ
る
。

ợ
地
域
๷
災
対
策
Ụ
コ
ロ
ナ
禍
の
地
域
๷
災
を
、
町

会
・
自
治
会
と
と
も
に
強
化
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

知
事ɹ
町
会
等
が
住
民
に
防
災
グ
ッ
ズ
を
配
布
す
る

取
組
に
上
限
額
を
設
け
た
上
で
全
額
を
支
援
す
る
。

ợ
災
害
対
応
Ụ
首
都
直
下
地
震
・
有
事
に
備
え
た
危

機
対
応
力
を
高
め
都
民
を
守
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

ܯ
ࢹ
૯
؂　
先
୺
技
術
を
用
い
た
災
害
用
資
機
材
導

入
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
等
備
え
を
万
全
に
す
る
。

ợ
環
境
に
配
慮
し
た
঎
ళ
֗
づ
く
り
Ụ
後
押
し
す
る

こ
と
で
、
঎
ళ
֗
の
持
続
的
発
展
を
支
援
す
べ
き
。

知
事　
よ
り
性
能
の
高
い
̡
̚
̙
ラ
ン
プ
の
新
た
な

導
入
や
交
׵
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
開
始
す
る
。

ợ
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
؍
光
産
業
Ụ
ア
ニ
ϝ
に
関
連

し
た
新
た
な
؍
光
ࢿ
ݯ
等
の
開
୓
も
進
め
る
べ
き
。

産
業
࿑
働
ہ
長　
区
市
町
村
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や

Ω
Ỿ
ラ
ク
タ
ー
の
モ
ニ
ュ
ϝ
ン
ト
制
作
を
支
援
す
る
。

ợ
ܳ
術
จ
化
へ
の
支
援
Ụ
༷
々
な
ஂ
体
の
要
望
や
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
新
た
な
政
策
を
展
開
す
べ
き
。

知
事　
ෳ
数
の
団
体
が
力
を
合
わ
せ
て
開
催
す
る

様
々
な
フ
ỻ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
へ
の
助
成
を
新
設
す
る
。

る
Ｇ
Ｐ
̨
を
࢖
っ
た
൜
ࡑ
の
対
応
に
つ
い
て
見
解
は
。

ܯ
ࢹ
૯
؂　
̜
Ｐ
̨
取
り
付
け
行
為
の
取
り
締
ま
り

ٴ
ͼ
ඃ
害
防
止
の
実
効
性
を
高
め
る
資
ث
材
の
整
備

を
検
討
。
໎
࿭
防
止
条
例
の
改
正
も
検
討
し
て
い
る
。

ợ
女
性
専
用
車
両
Ụ
都
営
地
下
మ
に
お
け
る
拡
大
を
。

交
通
ہ
長　
乗
客
数
は
今
後
も
減
少
の
見
込
み
。
朝

の
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
の
利
用
状
況
等
を
צ
案
し
検
討
。

知
事　
未
来
の
東
京
戦
略
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で

も
困
難
๊
え
る
ए
者
の
支
援
充
実
を
盛
り
込
み
対
応
。

ợ
水
素
エ
ネ
ル
Ϊ
ー
Ụ
２
０
３
０
年
Χ
ー
Ϙ
ン
ϋ
ー

フ
の
実
現
に
は
役
立
た
な
い
。
ภ
重
を
改
め
る
べ
き
。

知
事　
水
素
関
連
技
術
の
ී
ٴ
等
を
後
押
し
し
将
来

の
グ
リ
ー
ン
水
素
の
本
格
活
用
に
向
け
世
界
を
㆐ݗ

㇓
ㆂ
㇓引
。

ợ
神
宮
外
苑
Ụ
日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
ҕ
員
会
の
神
宮

外
苑
は
国
際
社
会
に
ތ
る
จ
化
的
Ҩ
産
で
࣍
世
代
へ

継
ঝ
す
べ
き
と
い
う
提
言
を
ど
う
受
け
止
め
た
か
。

知
事　
提
言
は
ঝ
知
。
イ
チ
ョ
ウ
ฒ
木
の
保
全
等
、

ྺ
࢙
と
風
格
継
ঝ
し
な
が
ら
୭
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
環
境
等
を
整
備
す
る
。
྘
の
ྔ
を
増
加
す
る
。

ợ
米
軍
の
感
染
๷
止
対
策
Ụ
極
め
て
؇
い
。
検
査
も

せ
ͣ
に
入
国
す
る
の
は
お
か
し
い
と
思
わ
な
い
か
。

知
事　
水
際
対
策
は
国
が
講
じ
る
べ
き
。
都
は
出
国

લ
検
査
の
徹
底
等
を
国
ٴ
ͼ
在
日
ถ
܉
に
対
し
要
請
。

高
̏
ੈ
代
ま
で
の
ҩ
ྍ
අ
ແ
ঈ
化
を

都
Ӧ
地
Լ
鉄
ঁ
性
専
༻
ं
྆
֦
大
を

東
村 

๜
ߒ

（
ެ
໌
ౘ
）

都
立
ප
Ӄ
の
ಠ
๏
化
を
ڧ
行
す
る
な

ਂ
ࠁ
さ
を
ೝ
ࣝ
し
た
コ
ϩ
φ
対
策
を

米
倉 

य़
ಸ

（
日
本
共
産
党
）

ύ
ー
ト
φ
ー
シ
ッ
ϓ
制
౓
の
ݖ
利
は

家
ఉ
の
̘
̤
̎
ഉ
ग़
࡟
ݮ
の
取
組
を

੢
୔ 

͚
い
た

（
立
憲
民
主
党
）

用語解説
＊ 

小
１
の
น
…
খ
学
校
ೖ
学
を
ػ
に
子
供
の

༬
͚
ઌ
に
困
り
、
仕
事
と
子
育
て
の
྆
ཱ

が
困
೉
に
な
る
問
題
の
こ
と
。
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Ӻ
ま
ち
一
体
で
都
市
開
ൃ
ਪ
ਐ
を

อ
育
ࢿ
ݯ
活
༻
し
施
策
の
ల
開
を

や
ま
だ
加
ಸ
子

（
自
民
党
）

 

޿
ࠂ
෇
き
ό
ス
ఀ
小
ܕ
上
屋
ಋ
ೖ
を

大
ֶ
と
ڠ
ఆ
を
݁
ͼ
ࣗ
࣏
会
ࢧ
ԉ
を

加
藤 

խ
೭

（
公
明
党
）

 

公
ऺ
٤
Ԏ
ॴ
੔
備
に
ࡒ
政
的
ࢧ
ԉ
を

上
໺
動
物
Ԃ
に
小
ܕ
Ϟ
ノ
Ϩ
ー
ϧ
を

อ
ࡔ
ま
さ
ひ
ろ

（
都
フ
ァ
ー
ス
ト
）

 

ι
ー
シ
Ỿ
ϧ
ϑ
Ỹ
ー
ム
は
国
౳
と

連
携
し
࢓
事
と
人
ࡐ
を
݁
ͼ
෇
͚
よ

あ
か
Ͷ
が
く
΅
か
よ
子

（
都
フ
ァ
ー
ス
ト
）

 

東
෦
௿
地
ଳ
の
ਫ
害
࣌
ආ
೉
取
組
を

ધ
ງ
地
۠
高
୆
ま
ち
ͮ
く
り
ࢧ
ԉ
を

竹
平 

ち
は
る

（
公
明
党
）

 

հ
ॿ
༻
ϕ
ッ
ド
෇
き
ト
イ
Ϩ
設
置
を

新
॓
線
ਸ਼
ߐ
Ӻ
の
ό
リ
ア
ϑ
リ
ー
は

田
の
上
い
く
こ

（
都
フ
ァ
ー
ス
ト
）

質問・答弁部分の年または年度の元号の「令和」につきましては、省略しています。

ợ
中
小
企
業
支
援
Ụ
サ
ー
Ϗ
ス
業
も
ؚ
め
生
産
性
向

上
に
向
け
た
人
材
育
成
の
支
援
が
必
要
。
見
解
は
。

産
業
࿑
働
ہ
長　
サ
ー
ビ
ス
業
向
け
コ
ー
ス
も
設
け
、

専
門
家
派
ݣ
等
の
取
組
で
担
い
手
の
育
成
進
め
る
。

ợ
駅
ま
ち
一
体
開
発
Ụ
北
区
Ԧ
子
駅
周
辺
で
も
検
討
。

地
域
課
題
踏
ま
え
制
度
等
を
ॊ
ೈ
に
活
用
し
推
進
を
。

東
京
都
技
؂　
区
の
検
討
会
参
画
や
技
術
的
助
言
等
、

積
極
的
に
支
援
。
地
元
自
治
体
と
連
携
し
推
進
す
る
。

ợ
保
育
施
策
Ụ
新
た
な
ニ
ー
ζ
に
応
え
る
展
開
を
。

知
事　
認
証
保
育
所
の
学
齢
児
受
け
入
れ
等
、
認
可
、

認
証
保
育
所
等
の
特
性
生
か
し
子
育
て
家
庭
支
え
る
。

ợ
広
ࠂ
付
き
バ
ス
ఀ
Ụ
Ｐ＊

Ｐ
Ｐ
導
入
で
費
用
ܰ
減
し

た
か
。
小
型
広
ࠂ
付
き
上
԰
導
入
に
向
け
た
取
組
は
。

交
通
ہ
長　
局
自
ら
設
置
し
た
場
合
の
整
備
費
用
は

約
1�
億
円
。
４
年
度
に
小
型
上
԰
を
ࢼ
行
的
に
設
置
。

ợ
都
営
住
宅
Ụ
空
き
住
ށ
を
大
学
と
連
携
し
学
生
向

け
に
活
用
す
る
取
組
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
を
。

住
宅
政
策
本
෦
長　
入
居
の
学
生
が
自
治
会
の
防
災

訓
練
等
に
協
力
す
る
等
活
動
支
援
の
࢓
組
み
整
え
る
。

ợ
補
助
１
２
０
号
線
Ụ
踏
切
෦
の
早
期
安
全
対
策
を
。

東
京
都
技
؂　
ࣼ
め
に
交
差
す
る
区
道
を
直
֯
に
付

け
ସ
え
。
踏
切
内
の
歩
行
者
通
路
を
ं
道
と
分
離
。

ợ
٤
Ԏ
所
整
備
Ụ
区
市
町
村
に
ෳ
数
年
財
政
支
援
を
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
４
年
度
か
ら
３
カ
年
の
事
業
期
間

を
設
け
、
包
括
補
助
に
よ
り
整
備
を
促
進
し
て
い
く
。

ợ
上
໺
動
物
園
Ụ
小
型
モ
ノ
レ
ー
ル
等
の
代
ସ
と
な

る
新
た
な
乗
り
物
の
整
備
に
向
け
積
極
的
に
検
討
を
。

建
設
ہ
長　
事
業
者
の
参
入
意
ཉ
等
を
聞
く
目
的
で

調
査
を
開
始
。
結
果
を
踏
ま
え
条
件
等
を
整
理
す
る
。

ợ
つ
く
͹
エ
ク
ス
プ
レ
ス
Ụ
東
京
駅
へ
の
延
伸
に
つ

い
て
、
Ԋ
線
自
治
体
と
連
携
し
実
現
に
向
け
準
備
を
。

東
京
都
技
؂　
運
営
会
社
の
経
営
見
通
し
等
を
踏
ま

え
１
都
３
県
で
構
成
の
協
議
会
で
意
見
交
׵
等
行
う
。

ợ
デ
ジ
タ
ル
人
材
確
保
Ụ
発
達
障
害
者
の
活
躍
促
進

が
非
常
に
有
効
。
ී
及
ܒ
発
し
就
業
機
会
拡
大
を
。

産
業
࿑
働
ہ
長　
Ｉ
̩
企
業
で
の
活
༂
事
例
の
紹
介

や
職
場
体
験
実
習
先
の
開
拓
等
行
い
活
༂
を
推
進
。

ợ
教
育
政
策
Ụ
ᶃ
特
定
෼
໺
に
特
ҟ
な
࠽
能
あ
る
児

童
の
指
導
や
支
援
の
見
解
は
。
ᶄ
特
別
支
援
学
校
の

̴
ス
ポ
ー
π
活
用
に
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
交
ྲྀ
経
ݧ
を
。

教
育
長　
ᶃ
子
供
の
個
性
を
受
け
止
め
一
人
一
人
に

応
じ
た
細
か
な
学
ͼ
の
実
現
に
取
り
組
む
。
国
の
検

討
の
動
向
も
注
ࢹ
。
ᶄ
ෳ
数
の
学
校
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
繋
ぎ
、
児
童
生
ె
が
共
に
学
ͼ
合
う
授
業
を
行
う
。

ợ
ࠩ
ֹ
ベ
ッ
ド
代
Ụ
ѱ
質
な
事
ྫ
へ
の
対
ॲ
を
国
に

要
望
し
、
仕
組
み
を
改
め
て
都
民
に
周
知
す
べ
き
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
患
者
の
੠
相
談
૭
口
Ｈ
Ｐ
で
प
知
。

不
適
切
事
例
は
厚
࿑
ল
へ
情
ใ
提
供
し
改
ળ
に
繋
ぐ
。

ợ
民
生
・
児
童
ҕ
員
Ụ
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
が
高
い

人
々
へ
広
報
強
め
担
い
手
確
保
が
進
む
よ
う
取
組
を
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
４
年
２
月
か
ら
̨
̣
̨
を
活
用
し
、

ए
い
世
代
に
活
動
内
容
を
紹
介
す
る
取
組
を
実
施
。

ợ
新
空
ߓ
線
Ụ
都
区
の
費
用
負
担
割
合
早
期
合
意
を
。

東
京
都
技
؂ɹ
大
ా
区
と
本
路
線
に
関
す
る
協
議
の

場
を
開
催
。
ૣ
期
に
調
う
よ
う
連
携
し
て
取
り
組
む
。

営
者
が
必
要
性
認
識
し
行
動
起
こ
せ
る
よ
う
支
援
を
。

産
業
࿑
働
ہ
長　
セ
ϛ
ナ
ー
実
施
や
専
門
家
が
出
向

く
支
援
等
、
取
組
の
定
着
ま
で
൐
૸
型
で
サ
ポ
ー
ト
。

ợ
六
ઋ
公
園
Ụ
整
備
状
況
と
今
後
の
拡
ு
整
備
は
。

建
設
ہ
長ɹ
約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
開
園
。
４
年
度
は
約

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
入
り
口
広
場
や
管
理
౩
等
を
整
備
。

ợ
༄
੉
઒
下
ྲྀ
෦
の
整
備
Ụ
࡛
ۄ
ݝ
と
ۓ
ີ
に
連
携

し
ޢ
؛
整
備
進
め
る
等
、
߽
Ӎ
対
策
の
一
૚
強
化
を
。

建
設
ہ
長　
県
と
協
定
結
ͼ
整
備
。
金
ࢁ
調
અ
஑
下

ྲྀ
区
間
に
つ
い
て
４
年
度
に
は
護
؛
整
備
に
着
手
。

ợ
໘
的
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
Ụ
区
市
町
村
へ
の
取
組
は
。

東
京
都
技
؂　
施
設
集
積
度
を
見
え
る
化
し
必
要
性

を
示
し
て
区
市
町
村
基
本
構
想
等
策
定
働
き
か
け
る
。

ợ
ए
手
デ
β
イ
ナ
ー
支
援
Ụ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の

ະ
来
担
う
人
材
の
੄
໺
拡
大
で
意
義
ਂ
い
。
取
組
は
。

産
業
࿑
働
ہ
長　
学
生
対
象
デ
β
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
し
঎
඼
化
の
機
会
提
供
や
起
業
支
援
等
行
う
。

ợ
多
摩
ϝ
デ
ィ
Χ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
Ụ
整
備
完
ྃ
��
年

度
予
定
。
独
法
化
後
、
整
備
事
業
を
着
実
に
進
め
よ
。

病
院
経
営
本
෦
長　
４
年
４
月
に
契
約
締
結
後
、
速

や
か
に
基
本
設
計
に
着
手
し
病
院
機
構
へ
引
き
継
ぐ
。

ợ
脱
炭
素
社
会
の
ߏ
ங
Ụ
取
組
の
ਁ
ಁ
に
は
企
業
経

ợ
ീ
Ԧ
子
市
の
小
児
・
周
産
期
医
療
Ụ
ᶃ
෎
中
市
の

小
児
૯
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
統
廃
合
さ
れ
̣
̞
̘
̪

が
ແ
く
な
っ
た
。
多
く
の
復
活
ئ
う
声
の
受
け
止
め

は
。
ᶄ
小
児
ٹ
急
拡
ॆ
の
た
め
支
援
を
ॆ
実
す
べ
き
。

知
事　
ᶃ
̣
Ｉ
̘
̪
は
医
療
資
ݯ
の
集
約
化
が
最
も

効
果
的
。
प
産
期
医
療
体
制
の
充
実
強
化
に
౒
め
る
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
ᶄ
重
ಞ
患
者
を
受
け
入
れ
、
高
度

救
命
医
療
を
行
う
こ
ど
も
救
命
セ
ン
タ
ー
を
４
カ
所

指
定
。
地
域
に
応
じ
た
医
療
機
関
連
携
体
制
を
構
築
。

ợ
࢒
౔
規
制
৚
ྫ
Ụ
࢒
౔
持
ち
込
み
を
規
制
し
、
࢒

౔
発
生
側
の
੹
೚
も
明
確
化
す
る
৚
ྫ
を
制
定
せ
よ
。

東
京
都
技
؂　
国
は
新
た
な
法
創
設
に
向
け
今
国
会

に
法
案
提
出
予
定
。
国
の
動
向
見
つ
つ
適
切
に
対
応
。

ợ
์
課
後
等
デ
イ
サ
ー
Ϗ
ス
Ụ
子
供
の
居
場
所
で
あ

り
親
の
思
い
を
受
け
止
め
る
場
。
重
要
性
の
認
識
は
。

知
事　
障
害
の
あ
る
子
供
達
が
安
全
・
安
心
に
過
͝

せ
る
場
と
し
て
重
要
。
都
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
る
。

ợ
被
෴
型
అ
๷
Ụ
越
水
し
て
も
յ
れ
に
く
い
と
国
で

再
ධ
Ձ
。
ߥ
઒
の
అ
๷
対
策
で
実
施
等
国
に
求
め
よ
。

建
設
ہ
長　
国
の
技
術
的
検
討
を
注
ࢹ
し
、
ߥ
川
第

二
、
第
三
調
અ
஑
や
高
規
格
అ
防
等
の
整
備
を
要
望
。

ợ
ਨ
直
避
難
Ụ
水
害
時
に
ਁ
水
し
な
い
避
難
ス
ペ
ー

ス
確
保
が
急
຿
。
都
営
住
宅
で
上
૚
階
へ
ू
会
ࣨ
設

置
。
ߐ
東
５
区
は
こ
の
建
て
方
を
ス
タ
ン
μ
ー
ド
に
。

住
宅
政
策
本
෦
長　
構
造
上
の
制
約
踏
ま
え
た
上
で
、

地
元
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
整
備
の
協
議
に
応
じ
る
。

ợ
ι
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
Ụ
一
૚
の
促
進
へ
取
組
を
。

知
事　
事
業
者
に
就
࿑
困
難
者
の
雇
用
ノ
ウ
ハ
ウ
提

供
。
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
新
た
に
実
施
し
て
い
く
。

ợ
障
害
者
の
̗
型
事
業
所
Ụ
̠
̪
̧
̪
а
̞
̧
̪
を

先
行
事
ྫ
と
し
、
޻
賃
向
上
に
ܨ
が
る
よ
う
広
げ
よ
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
セ
ϛ
ナ
ー
を
開
催
し
ネ
ッ
ト
通
販

を
研
修
に
追
加
。
知
見
を
セ
ϛ
ナ
ー
等
で
広
く
共
有
。

ợ
જ
ࡏ
؃
ޢ
師
Ụ
復
職
の
ϋ
ー
ド
ル
高
い
。
当
事
者

に
د
り
ఴ
い
課
題
解
決
で
き
る
よ
う
一
૚
の
޻
෉
を
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
就
職
相
談
会
等
で
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
不
安
解
消
へ
研
修
を
実
施
し
、
復
職
支
援
を
推
進
。

ợ
Ａ
̮
Ａ
世
代
が
ん
ױ
者
Ụ
ウ
ィ
ッ
グ
等
ߪ
入
費
用

支
援
を
。
հ
ޢ
保
ݥ
適
用
な
く
対
応
必
要
。
見
解
は
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
介
護
保
ݥ
制
度
と
同
様
の
࢓
組
み

構
築
等
を
国
に
要
求
。
総
合
的
な
支
援
体
制
を
検
討
。

ợ
東
෦
低
地
ଳ
Ụ
ਁ
水
想
定
作
成
や
中
઒
の
అ
๷
活

用
し
た
避
難
ル
ー
ト
確
保
等
水
害
時
避
難
の
取
組
は
。

建
設
ہ
長　
４
年
度
か
ら
ਁ
水
想
定
区
域
図
を
作
成
。

ᷤ
西
ڮ
等
で
分
断
さ
れ
た
通
路
連
続
化
に
取
り
組
む
。

ợ
高
台
ま
ち
づ
く
り
Ụ
ધ
堀
地
区
は
国
の
新
た
な
支

援
ス
キ
ー
ム
活
用
し
検
討
し
て
い
る
。
都
も
支
援
を
。

東
京
都
技
؂　
４
年
度
か
ら
区
に
対
し
新
た
に
支
援
。

ợ
հ
助
用
ベ
ッ
ド
Ụ
ط
ଘ
の
ト
イ
レ
で
も
設
置
を
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
４
年
度
か
ら
既
存
の
公
共
ト
イ
レ

に
も
介
助
用
大
型
ベ
ッ
ド
の
設
置
を
促
進
す
る
。

ợ
中
઒
の
అ
๷
Ụ
きڮ

ょ
う
り
ょ
うྊ
に
્
ま
れ
通
行
不
可
。
階
段

や
ス
ロ
ー
プ
等
を
設
置
し
避
難
ル
ー
ト
を
確
保
せ
よ
。

建
設
ہ
長　
ᷤ
西
ڮ
等
４
カ
所
で
֊
ஈ
や
ス
ロ
ー
プ

等
の
設
置
に
向
け
అ
防
の
強
度
調
査
等
を
実
施
す
る
。

ợ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ル
ー
ト
Ụ
ෳ
数
化
に
当
た
り
、
利

用
者
の
課
題
解
決
に
ࢿ
す
る
環
境
整
備
を
。
見
解
は
。

交
通
ہ
長　
ਸ਼
江
駅
は
現
在
と
別
の
場
所
に
Τ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
増
設
。
ࠞ
ࡶ
解
消
と
利
便
性
向
上
を
図
る
。

Ұ
ൠ
質
໰

�
月
2û
日ŋ

2ü
日

要
ɹ
旨

等
に
必
要
な
費
用
は
都
が
ক
来
に
わ
た
り
負
担
せ
よ
。

知
事　
こ
れ
ま
で
同
様
、
都
が
確
実
に
財
ݯ
を
ા
置
。

ợ
家
庭
෦
໳
の
̘
̤
２
࡟
減
Ụ
ഉ
出
状
況
の
改
ળ
や

都
民
意
識
、
太
陽
光
発
電
の
課
題
踏
ま
え
取
組
を
。

知
事　
４
年
度
は
東
京
ゼ
ロ
Τ
ϛ
住
宅
の
不
動
産
取

得
税
の
減
໔
ા
置
創
設
や
既
存
住
宅
の
断
೤
改
修
、

ଠ
ཅ
ޫ
発
ి
設
備
の
設
置
等
へ
の
支
援
も
拡
充
す
る
。

ീ
Ԧ
子
市
内
の
̣
̞
̘
̪
の
෮
活
を

都
ಠ
ࣗ
の
࢒
土
ن
制
৚
ྫ
制
ఆ
せ
よ

ア
Φ
Ϡ
Ϊ
有
ر
子

（
日
本
共
産
党
）

放
課
後
౳
デ
イ
サ
ー
Ϗ
ス
重
要
性
は

上
૚
֊
ආ
೉
ス
ペ
ー
ス
֬
อ
が
急
務

   ݪ

७

子

（
日
本
共
産
党
）

ൃ
ୡ
ো
害
の
ํ
を
デ
ジ
λ
ϧ
人
ࡐ
に

特
別
ࢧ
ԉ
ֶ
ߍ
で
΋
̴
ス
ポ
ー
ツ
を

ү

山   

྄

（
自
民
党
）

新
ۭ
ߓ
線
の
都
۠
間
අ
༻
ෛ
୲
ׂ
߹

ੵ
ۃ
的
に
ௐ
੔
し
ૣ
ظ
の
߹
意
を

か
つ
ま
た
さ
と
し

（
公
明
党
）

໘
的
ό
リ
ア
ϑ
リ
ー
を
都
内
શ
域
に

ϑ
Ỹ
ッ
シ
ἀ
ン
࢈
業
の
人
ࡐ
֦
大
を

ླ
໦ 

ۋ
࣏

（
自
民
党
）

中
小
ا
業
の
୤
୸
ૉ
化
へ
の
ࢧ
ԉ
を

࿡
ઋ
公
Ԃ
は
ૣ
ظ
の
֦
ு
੔
備
を

ौ
୩
の
Ϳ
Ώ
き

（
自
民
党
）

 

௨
ֶ
࿏
の
ສ
ੈ
ڮ
を
新
た
な
ڮ
に

ফ
防
ஂ
の
٧
ॴ
౳
に
ࢧ
ԉ
が
必
要

ਗ਼
ਫ 

や
す
こ

（
都
フ
ァ
ー
ス
ト
）

ợ
٢
໺
֗
ಓ
の
万
世
ڮ
Ụ
Ս
け
ସ
え
に
向
け
取
組
は
。

建
設
ہ
長　
Ԟ
多
摩
町
等
と
意
見
交
׵
を
行
い
、
地

元
の
理
解
を
得
な
が
ら
事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
む
。

ợ
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
Ụ
ശ
ࠜ
ἃ
࡚
方
໘
へ
の
早

期
延
伸
に
向
け
た
都
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

東
京
都
技
؂　
４
年
度
都
市
計
画
等
の
手
続
き
に
着

手
。
ૣ
期
事
業
化
に
向
け
協
議
・
調
整
を
加
速
す
る
。

ợ
消
๷
ஂ
活
動
Ụ
٧
所
や
૷
備
品
の
࿝
ٺ
化
が
進
み

活
動
に
支
障
が
生
じ
る
ݒ
೦
あ
り
。
支
援
が
必
要
だ
。

૯
຿
ہ
長　
装
備
඼
や
資
機
材
に
つ
い
て
も
、
４
年

度
か
ら
は
そ
の
更
新
に
つ
い
て
も
支
援
し
て
い
く
。

 

ਫ਼
ਆ
Պ
ප
౩
ױ
者
に
ద
੾
な
ҩ
ྍ
を

児
童
ख
౰
は
都
ಠ
ࣗ
の
取
組
が
必
要

関
 ޱ

健
ଠ
郎

（
立
憲
民
主
党
）

ợ
ਫ਼
神
Պ
病
౩
入
院
ױ
者
Ụ
新
型
コ
ロ
ナ
で
も
身
体

࣬
ױ
ซ
発
の
場
合
で
も
適
切
な
医
療
を
。
見
解
は
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
入
院
中
の
精
神
障
害
者
の
精
神
࣬

患
と
感
染
症
の
重
症
度
に
応
じ
た
医
療
に
取
り
組
む
。

ợ
児
童
手
当
Ụ
都
は
対
৅
外
の
世
ଳ
へ
支
援
す
べ
き
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
児
童
手
当
法
に
基
づ
く
国
の
制
度

で
あ
り
支
給
対
象
ൣ
ғ
等
は
国
で
議
論
す
べ
き
も
の
。

ợ
＊̯

̚
̫
Ụ
ී
及
に
急
଎
ॆ
電
ث
が
重
要
。
拡
ॆ
を
。

知
事　
௒
急
速
充
ి
ث
を
補
助
対
象
と
し
大
幅
拡
充
。

用  語  解  説
＊ 

̡
̜
̗
̩
̦
ʴ
…-F

TC
JB
O
�(
B
Z�

#JTFYVBM�5SBOTHFOEFS�2
VFTUJPOJOH�

2
VFFS

の
ུ
。
ੑ
的
Ϛ
Π
ϊ
リ
テ
ỹ
の
૯

শ
の
こ
と
。2

VFTUJPOJOH

は
ࣗ
਎
の
ੑ
の

͋
り
ํ
が
ܾ
·
っ
て
い
な
い
人
を
ද
し
、

2
VFFS

は
ੑ
的
Ϛ
Π
ϊ
リ
テ
ỹ
を
แ
ׅ
す

る
ݴ
༿
。
ʴ
は
ͦ
の
ଞ
の
ଟ
༷
な
ੑ
の
͋

り
ํ
を
ද
す
。

用語解説
＊ 

̥
̥
̥
…1VCMJD�1SJWBUF�1BSUOFSTIJQ

（
׭
民
࿈
ܞ
）
の
ུ
。
׭
民
が
࿈
ܞ
し
て

ެ
ڞ
α
ー
Ϗ
ス
の
ఏ
供
を
行
う
ス
Ω
ー
Ϝ

の
こ
と
。
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ợ
都
立
高
入
試
に
ӳ
語
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
Ụ
ᶃ

公
平
公
正
な
࠾
఺
へ
の
取
組
は
。
ᶄ
क़
通
い
等
が
有

利
で
、
経
済
֨
ࠩ
で
఺
ࠩ
開
く
ݒ
೦
の
声
。
見
解
は
。

教
育
長　
ᶃ
基
準
満
た
し
た
ෳ
数
の
専
任
者
の
採
点

・
審
査
を
経
て
結
果
を
確
定
。
ᶄ
中
学
校
の
通
常
授

業
と
話
す
練
習
で
き
る
動
画
教
材
で
対
応
で
き
る
。

ợ
保
育
所
等
の
指
導
؂
査
Ụ
実
地
検
査
の
必
要
性
は
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
保
育
内
容
等
の
把
握
に
は
実
地
検

査
が
重
要
。
区
市
町
村
と
連
携
し
必
要
な
指
導
行
う
。

ợ
男
性
の
育
児
ٳ
業
Ụ
取
得
促
進
へ
ී
及
ܒ
発
を
。

知
事　
経
済
団
体
等
と
ܒ
発
Ω
Ỿ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
、
༏
れ
た
事
例
発
信
、
セ
ϛ
ナ
ー
開
催
等
で
促
進
。

ợ
ス
ポ
ー
π
ৼ
ڵ
Ụ
区
市
町
村
の
施
設
整
備
は
都
の

連
携
不
可
ܽ
。
地
域
の
੝
り
上
げ
に
積
極
関
与
せ
よ
。

オ
リ
パ
ラ
ہ
長　
環
境
整
備
や
様
々
な
ओ
体
と
連
携

し
た
振
興
事
業
等
、
区
市
町
村
の
取
組
を
支
援
す
る
。

ợ
新
ۚ
՟
物
線
Ụ
ᷤ
০
区
が
発
଍
す
る
旅
٬
化
に
関

す
る
検
討
会
へ
の
参
加
を
。
旅
٬
化
へ
の
見
解
は
。

東
京
都
技
؂　
様
々
な
課
題
あ
る
と
認
識
。
国
や
鉄

道
事
業
者
等
と
と
も
に
参
画
し
技
術
的
な
助
言
行
う
。

ợ
明
治
・
代
々
໦
公
園
Ụ
公
園
づ
く
り
の
取
組
伺
う
。

建
設
ہ
長　
明
治
公
園
は
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
広
場
を

整
備
し
、
来
園
者
の
交
ྲྀ
生
み
出
す
。
代
々
木
公
園

は
ス
έ
ー
ト
Ϙ
ー
ド
等
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。

ợ
མ
書
き
対
策
Ụ
区
市
町
村
支
援
の
取
組
を
進
め
よ
。

下
ྲྀ
෦
に
続
き
、
上
ྲྀ
෦
に
も
র
明
設
置
を
進
め
る

べ
き
。
Ａ
今
後
、
上
ྲྀ
部
へ
の
設
置
も
検
討
す
る
。

؂ࠪ݁Ռใࠂ 東京都監査委員

山 田 ひろし
（都ファースト）

　令和３年は322カ所で監査を実施し、131件の指摘及び意見・要望
を行い、総指摘金額は約56億３千万円です。

【主な指摘事項】
＜定例監査＞「新型コロナウイルス感染症対策事業」を重点監査事
項として、各局の事務処理等を検証した結果、コロナ禍で多くのイ
ベントの開催を中止したにもかかわらず、広報グッズを元年度と同
規模で購入していたため、配布状況等に応じて購入するよう求めた
ものなど、74件の指摘及び意見・要望を行いました。
＜工事監査＞「工事の有効性」の検証を重点監査事項として設定し、
監査を行った結果、駅のプラットホームの補強工事で、より経済的
なアンカーボルトを使用できるにもかかわらず、他路線で使用した
ものと同じ規格のものを使用していたため、設計等を適切に行うよ
う求めたものなど、31件の指摘及び意見・要望を行いました。
＜財政援助団体等監査＞東京２０２０大会関連の補助金等の交付を
行っている２団体に対して監査を実施した結果、指摘及び意見・要
望事項は認められませんでした。
＜決算審査＞令和２年度の決算では、会計処理及び財産に関する調
書の計数の一部誤りなど、26件の指摘及び意見・要望を行いました。
＜内部統制評価報告書審査＞内部統制評価報告書について、審査を
行った結果、知事による評価が評価手続きに沿って行われており、
評価結果に係る記載は相当であることが認められました。
＜改善状況＞過去３年間の指摘などは、96.3％が改善されました。

　新型コロナの影響などによる契約変更に伴う事務処理の誤りが複
数局で見られるとともに、これまでも繰り返し発生している財産管
理の不備なども認められました。各局長及び管理者は、組織の責任
者として先頭に立ち、自局の指摘事項のみならず、他局に対する監
査結果等も参考にし、誤りの根本原因の解消や仕事の進め方の見直
しを行うことで再発防止に取り組むなど、更なる内部統制の充実・
強化を図り、都民サービスの一層の向上に努められるよう望みます。
　今後とも、都政の公正かつ効率的な運営のため、監査委員の使命
を全力で果たし、都民の信頼と期待に応えていく決意です。

◎
代
表
質
問
・
一
般
質
問
・
予
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑
の
詳
細
は
、
東
京
都
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
会
議
録
・
速
記
録
」
内
の
「
本
会
議
の
会
議
録
」・「
委
員
会
の
速
記
録
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 https://w

w
w

.gikai.m
etro.tokyo.jp/

ཁࢫ
2月16日　本会議

 
英
語
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
公
平
に

経
済
格
差
で
点
数
の
差
開
く
の
で
は

竹
井 

よ
う
こ

（
立
憲
民
主
党
）

 

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
取
組
に
関
与
を

新
金
貨
物
線
旅
客
化
検
討
に
参
加
を

平
田
み
つ
よ
し

（
自
民
党
）

 

落
書
き
か
ら
ま
ち
を
守
る
対
策
を

若
者
の
性
と
健
康
の
相
談
機
関
を

龍
円 

あ
い
り

（
都
フ
ァ
ー
ス
ト
）

予

算

৹

議

の

ྲྀ

れ

本会議本会議 予算特別委員会

஌
事
͔
Β
༧
ࢉ
Ҋ
の
ఏ
ग़
・
આ
໌

૯

ׅ

࣭

ٙ

֤
ৗ
೚
ҕ
һ
会
΁
ௐ
ࠪ

ґ
པ
（
෦
ہ
ผ
に
࣭
ٙ
）

し
Ί
く
く
り
૯
ׅ
࣭
ٙ

౼

࿦

・
࠾

ܾ

༧
ࢉ
ಛ
ผ
ҕ
һ
会
の
設
ஔ・
෇
ୗ

༧
ࢉ
ಛ
ผ
ҕ
һ
௕
の
ใ
ࠂ

౼

࿦

・
࠾

ܾ

予
算
特
別
ҕ
員
会
ҕ
員
名
฽
˕˓˚
ҕ

һ

௕

෭
ҕ
һ
௕

ཧ

事

都
安
本
෦
長　
４
年
度
は
注
意
؃
൘
等
、
མ
ॻ
き
消

ڈ
や
未
વ
防
止
に
要
す
る
経
費
を
補
助
対
象
と
す
る
。

ợ
Ϣ＊

ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
Ụ
ए
者
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
意
見
ฉ
き
、
教
育
ி
と
連
携
し
て
進
め
よ
。

知
事　
関
係
局
が
連
携
し
、
ए
者
の
健
߁
上
の
೰
み

に
寄
り
添
い
健
や
か
に
成
௕
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

ợ
๷
災
対
策
Ụ
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
の
અ
目

に
都
と
し
て
Կ
を
発
信
す
る
か
、
準
備
を
進
め
よ
。

知
事　
ඃ
害
想
定
見
直
し
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
備

え
る
。
અ
目
ଊ
え
対
策
を
効
果
的
・
戦
略
的
に
発
信
。

ợ
૯
合
๷
災
܇
࿅
Ụ
３
年
度
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
ଈ
し
た
あ
り
方
を
考
え
実
施
す
べ
き
。

૯
຿
ہ
長　
４
年
度
実
施
予
定
の
඼
川
区
と
の
合
同

訓
練
で
は
感
染
症
と
の
ෳ
合
災
害
を
想
定
し
準
備
。

ợ
໷
間
๷
災
܇
࿅
Ụ
重
要
性
を
広
く
ී
及
す
べ
き
。

૯
຿
ہ
長　
４
年
度
は
町
会
等
対
象
の
学
習
セ
ϛ
ナ

ー
で
地
域
の
夜
間
訓
練
の
重
要
性
等
を
取
り
上
げ
る
。

 

関
東
大
震
災
１
０
０
年
目
の
準
備
を

夜
間
防
災
訓
練
の
重
要
性
の
普
及
を

玉
川
ひ
で
と
し

（
公
明
党
）

ợ
サ＊

ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
Ụ
環
境
・
社
会
໰
題

解
決
と
経
済
成
長
が
両
立
す
る
॥
環
経
済
へ
స
׵
を
。

知
事　
４
年
度
は
サ
ー
Ω
ュ
ラ
ー
Τ
コ
ノ
ϛ
ー
推
進

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
企
業
の
連
携
、
共
創
を
促
進
。

ợ
国
際
ۚ
༥
都
市
ߏ
想
Ụ
策
定
に
当
た
り
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
の
検
証
通
じ
た
課
題
と
今
後
の
方
向
性
は
。

国
際
担
当
ہ
長　
国
際
金
融
を
取
り
ר
く
環
境
は
大

き
く
変
動
。
グ
リ
ー
ン
と
デ
ジ
タ
ル
を
基
軸
に
改
定
。

ợ
高
ྸ
者
の
ݽ
立
Ụ
地
域
と
の
ܨ
が
り
生
み
出
せ
。

生
活
จ
化
ہ
長ɹ
自
治
会
等
は
コ
ロ
ナ
Ւ
で
活
動
困

難
。
対
面
な
く
交
ྲྀ
で
き
る
ア
プ
リ
の
導
入
を
支
援
。

 

循
環
経
済
へ
の
転
換
は
急
務
だ

国
際
金
融
都
市
へ
ま
ず
課
題
解
決
を

土
屋 

み
わ

（
自
民
党
）

ợ
学
校
教
育
Ụ
社
会
生
活
力
を
特
別
活
動
で
育
成
を
。

教
育
長　
๛
か
な
人
間
性
等
を
身
に
着
け
る
た
め
、

特
別
活
動
で
生
活
上
の
課
題
解
決
図
れ
る
よ
う
指
導
。

ợ
θ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
Ụ
産
業
ߏ
଄
の
ม
化
で
ࣦ
業

等
が
予
見
。
࿑
働
力
の
公
正
な
Ҡ
行
に
向
け
施
策
を
。

産
業
࿑
働
ہ
長　
経
済
団
体
等
と
職
業
訓
練
の
実
施

分
野
等
の
意
見
交
׵
踏
ま
え
、
ຖ
年
度
計
画
を
策
定
。

ợ
行
動
制
ݶ
Ụ
఩
学
等
も
踏
ま
え
た
政
策
決
定
を
。

૯
຿
ہ
長　
様
々
な
分
野
の
知
見
踏
ま
え
要
請
判
断
。

ợ
こ
ど
も
基
本
৚
ྫ
Ụ
子
供
に
ݶ
ら
ͣ
全
て
の
人
に

ཧ
೦
と
内
容
を
෼
か
り
や
す
く
఻
え
よ
。
見
解
は
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
４
年
度
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
。

有
識
者
等
が
参
加
す
る
編
集
委
員
会
を
設
置
し
検
討
。

ợ
発
達
障
害
支
援
Ụ
小
中
学
校
の
子
供
へ
の
取
組
は
。

教
育
長　
区
市
町
村
の
在
੶
学
ڃ
へ
の
支
援
員
配
置

経
費
の
一
部
補
助
。
配
置
促
進
へ
補
助
の
充
実
図
る
。

ợ
మ
ಓ
の
連
続
立
体
交
ࠩ
化
Ụ
地
域
住
民
の
൵
ئ
。

੢
෢
新
宿
線
の
Ҫ
Ԯ
か
ら
੢
෢
༄
沢
駅
間
の
取
組
は
。

建
設
ہ
長　
３
年
11
月
に
都
市
計
画
を
決
定
。
用
地

測
ྔ
等
આ
明
会
や
国
と
の
協
議
へ
準
備
進
め
て
い
る
。

 

特
別
活
動
で
基
礎
的
人
間
力
育
成
を

行
動
制
限
実
施
に
専
門
家
の
知
見
を

須
山 

た
か
し

（
立
憲
民
主
党
）

 

児
童
虐
待
根
絶
へ
の
思
い
共
有
せ
よ

鉄
道
の
連
続
立
体
交
差
化
の
実
現
を

浜
中
の
り
か
た

（
自
民
党
）

ợ
教
員
の
わ
い
せ
つ
行
ҝ
Ụ
໔
職
に
な
ら
ͣ
今
も
教

ஃ
に
立
つ
教
員
は
Կ
名
お
り
؂
ࢹ
等
、
行
動
把
握
は
。

教
育
長　
在
職
中
５
名
。
都
教
委
が
勤
務
校
を
定
期

๚
問
し
改
ળ
状
況
把
握
と
必
要
な
指
導
行
っ
て
い
る
。

ợ
受
஫
事
業
者
Ụ
コ
ロ
ナ
対
策
サ
イ
ト
等
受
஫
３
社

 

教
員
の
わ
い
せ
つ
行
為
な
ぜ
放
置
か

受
注
事
業
者
と
の
利
害
関
係
は

上
田 

令
子

（
ແ
（
自
༝
क
Δ
ձ
））

と
宮
ࡔ
෭
知
事
の
利
害
関
܎
は
。
ଞ
事
業
の
実
੷
は
。

政
策
企
画
ہ
長ɹ
利
害
関
係
な
い
。
３
年
度
の
他
事

業
の
受
注
は
２
社
で
合
計
９
件
を
契
約
し
て
い
る
。

ợ
知
事
の
੹
೚
Ụ
໦
下
元
都
議
を
公
認
し
た
੹
೚
と

し
て
な
ぜ
３
Χ
月
ա
͗
る
前
に
行
動
し
な
か
っ
た
か
。

知
事　
本
件
が
明
ら
か
に
な
っ
て
Ҏ
߱
、
自
ら
཯
す

る
こ
と
が
重
要
と
ਃ
し
上
げ
具
体
の
行
動
を
促
し
た
。

 

子
供
政
策
連
携
室
設
置
の
意
義
は

子＊

供
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の
取
組
が
必
要

岩
永 

や
す
代

（
ແ
（
ω
ỽ
ト
））

ợ
子
供
政
策
連
携
ࣨ
Ụ
知
事
は
チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー

ス
ト
を
ܝ
げ
子
供
施
策
を
推
進
。
組
৫
設
置
意
義
は
。

知
事　
都
政
の
政
策
全
般
を
子
供
目
線
で
ଊ
え
直
し
、

新
組
৫
を
中
֩
に
各
局
連
携
し
、
子
供
政
策
を
展
開
。

ợ
子
供
ア
ド
Ϙ
Χ
シ
ー
Ụ
子
供
の
意
見
表
明
Ҿ
き
出

す
活
動
広
げ
る
必
要
。
相
談
状
況
と
今
後
の
取
組
は
。

෱
ࢱ
保
健
ہ
長　
専
門
相
談
事
業
で
೰
み
等
受
け
付

け
。
専
門
部
会
で
子
供
ア
ド
Ϙ
έ
ー
ト
等
も
議
論
。

ợ
化
学
物
質
の
子
ど
も
Ψ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ụ
子
供
の
健

߁
ڴ
か
す
化
学
物
質
は
増
え
て
お
り
、
見
直
す
べ
き
。

環
境
ہ
長　
Ԗ
フ
リ
ー
ృ
料
等
の
ී
ٴ
進
む
。
今
後

も
国
の
動
向
等
注
ࢹ
し
化
学
物
質
の
影
響
か
ら
守
る
。

＊ 

Ｚ
Ｅ
Ｖ
…;FSP�&N

JTTJPO�7FIJDMF

の

ུ
。
૸
行
࣌
に
ೋ
ࢎ
Խ
୸
ૉ
等
の
ഉ
ग़
Ψ

ス
を
ग़
さ
な
い
ి
ؾ
ࣗ
動
ं
や
೩
料
ి
஑

ࣗ
動
ं
、
ϓ
ϥ
ά
Π
ン
ϋ
Π
ϒ
リ
ỽ
υ
ࣗ

動
ं
の
こ
と
。

＊ 

ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
…
医
ࢣ
や
ॿ
࢈
ࢣ

等
の
ઐ
໳
৬
を
配
ஔ
し
、
ए
者
を
対
৅
に

ੑ
や
ආ
೛
、
人
間
ؔ
܎
等
に
ؔ
し
て
無
料

で
相
談
に
Ԡ
じ
る
ެ
的
な
医
療
ػ
ؔ
の
こ

と
。
ス
΢
ỻ
ー
σ
ン
等
で
ී
ٴ
し
て
い
る
。

＊ 

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
…
॥
؀
ܦ

ࡁ
。
大
ྔ
の
ࢿ
ݯ
を
࢖
い
ࣺ
て
に
す
る
Ұ

ํ
௨
行
ܕ
の
ܦ
ࡁ
を
ݟ
௚
し
、
ഇ
غ
෺
を

ग़
す
こ
と
な
く
ࢿ
ݯ
を
॥
؀
さ
せ
る
ܦ
ࡁ

の
৽
た
な
仕
組
み
の
こ
と
。

＊ 

子
供
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
…
子
供
の
ҙ
ݟ
に

ࣖ
を
܏
͚
、
ͦ
の
ݖ
ར
を
क
る
こ
と
。
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Ờ
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ࡾ
宅
正
඙

෱ 

島 

り
え
こ

中
ౢ
義
༤

Ӊ
田
઒ 

૱ 

࢙

田
村
利
光

後
౻
な
み

ほ
っ
ち 

қ 

ོ

高
૔
ྑ
生

中 
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ひ
ろ
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 ࢁ

と
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子
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ས
ࠫ
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お
じ
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 ߛ

平
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ೋ
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ま
さ
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 ࡉ

田 

い
さ
む
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す
い 

 ߒ

一

林ɹ

あ
き
ひ
ろ

ന
ށ
太
朗

関
໺
た
か
な
り

ɹݪ

の
り
子

 ݪ

田 

あ
き
ら

小
林
健
ೋ

ҏ
౻
こ
う
い
ち

ࢁ
加
ग
ඒ

平
け
い
し
ょ
う

内
ࢁ
ਅ
ޗ

෩ 

間 

ゆ
た
か

Ѩ 

෦ 

༞
ඒ
子

ી 

ࠜ 

は
じ
め

ま
つ
͹
多
ඒ
子

ླ
໦
あ
き
ま
さ

こ
い
ɹͦ

明

松
田
߁
ক

宮
੉
ӳ
治

౻
Ҫ
と
も
の
り

と 

や 

ӳ
௡
子

小
松
大
༞

ന 

ੴ 

た
み
お

ྩ
࿨
４
年
̏
݄
��
೔
ݱ
ࡏ

（
ܭ
úĀ
人
）

本会議での三宅議長ͱখ஑஌事

用    語    解    説



Ｑ
東
京
は
か
つ
て
な
い
ෳ
合
的
な
危
機
に
直
໘
。
知

事
は
あ
ら
ゆ
る
危
機
へ
の
備
え
を
万
全
に
。
Ａ
様
々

な
コ
ロ
ナ
対
策
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
܉
事
侵
攻
に
൐

う
経
済
影
響
へ
の
支
援
ા
置
、
ट
都
直
下
地
਒
の
新

た
な
ඃ
害
想
定
の
策
定
等
、
万
全
の
備
え
を
ݻ
め
る
。

Ｑ
首
都
東
京
の
危
機
؅
ཧ
を
担
う
知
事
は
立
઒
地
域

๷
災
セ
ン
タ
ー
を
ど
う
ଊ
え
て
い
る
か
。
Ａ
都
防
災

セ
ン
タ
ー
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
。
大
規
模
改
修
や

実
ફ
的
訓
練
等
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
機
能

強
化
す
る
。
Ｑ
知
事
は
都
財
政
の
੹
೚
者
と
し
て
事

業
の
फ़し

ỵ
ん
べ
つ
�
別
、
ແ
ବ
な
く
す
取
組
を
ど
う
進
め
る
か
。

Ａ
４
年
度
予
算
は
୤
୸
素
化
、
̙
̭
推
進
に
重
点
的

に
財
ݯ
を
振
り
向
け
た
一
方
、
歳
出
の
精
査
等
で
無

ବ
を
な
く
し
施
策
の
新
௠
代
ँ
を
一
層
強
化
。
Ｑ
区

市
町
村
の
地
域
の
産
業
特
性
踏
ま
え
た
デ
ジ
タ
ル
化

の
取
組
の
後
押
し
を
。
Ａ
地
域
課
題
を
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
用
い
て
解
決
図
る
中
小
企
業
に
支
援
行
う
地
元

自
治
体
を
30
選
ͼ
、
支
援
経
費
の
３
分
の
２
、
最
大

４
千
万
円
助
成
。
Ｑ
区
市
町
村
と
連
携
し
民
間
事
業

者
へ
デ
ー
タ
整
備
に
向
け
た
支
援
を
。
Ａ
利
活
用
し

や
す
い
デ
ー
タ
へ
の
変
׵
ツ
ー
ル
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
で
ී
ٴ
ܒ
発
し
、
民
間
事
業
者
の
保
有
デ
ー
タ

に
都
の
デ
ー
タ
整
備
の
ノ
ウ
ハ
ウ
共
有
す
る
取
組
を

開
始
。
Ｑ
感
染
症
に
対
す
る
中
小
病
院
や
地
域
の
対

応
能
力
の
底
上
げ
を
。
Ａ
人
的
資
ݯ
に
限
り
あ
る
中

小
病
院
の
事
例
に
着
目
し
、
東
京
医
Պ
ࣃ
Պ
大
学
と

連
携
し
効
果
的
な
対
策
等
を
検
討
。
Ｑ
東
京
大
会
１

周
年
の
機
会
生
か
し
子
供
達
に
施
設
見
学
や
ڝ
技
؍

ઓ
を
。
Ａ
都
内
公
立
・
私
立
全
て
の
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
を
対
象
に
機
会
を
創
出

し
、
実
施
経
費
を
都
が
負
担
。
Ｑ
各
ہ
の
地
域
ৼ
ڵ

の
取
組
の
拡
ॆ
を
。
知
事
の
見
解
は
。
Ａ
区
市
町
村

と
連
携
し
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
、
目
的
や
対
象

に
合
わ
せ
た
助
成
等
で
多
様
な
取
組
を
支
援
。
Ｑ
൘

ڮ
市
場
の
機
能
強
化
へ
の
取
組
は
。
Ａ
業
界
と
都
の

検
討
会
立
ち
上
げ
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
施
設
整
備

の
検
討
に
着
手
。
Ｑ
障
害
者
の
地
域
生
活
支
え
る
ڌ

఺
機
能
は
身
近
な
地
域
で
の
整
備
が
重
要
。
取
組
は
。

Ｑ
ݪ
༉
Ձ
֨
高
ಅ
を
踏
ま
え
中
小
企
業
に
経
営
改
ળ

を
促
す
支
援
を
。
Ａ
ল
Τ
ネ
対
策
や
経
営
の
専
門
家

を
企
業
の
現
場
に
派
ݣ
し
助
言
行
う
。
助
言
に
基
づ

く
機
ث
等
導
入
の
必
要
経
費
を
１
０
０
万
円
を
上
限

に
助
成
す
る
。
Ｑ
զ
が
会
೿
が
最
重
఺
߲
目
と
し
て

ૌ
え
た
հ
ޢ
職
員
宿
ࣷ
आ
り
上
げ
支
援
事
業
が
よ
り

多
く
の
事
業
所
で
活
用
で
き
る
よ
う
取
組
を
。
Ａ
４

年
度
か
ら
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
も
拡
大
。
災

害
時
協
力
協
定
事
業
所
は
補
助
཰
８
分
の
７
と
す
る
。

Ｑ
制
度
の
拡
ॆ
に
当
た
り
障
害
者
෱
ࢱ
事
業
者
に
も

対
৅
拡
ॆ
す
べ
き
。
Ａ
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
職
員

宿
ࣷ
借
り
上
げ
支
援
事
業
も
介
護
施
設
同
様
、
４
年

度
か
ら
支
援
対
象
を
拡
大
し
多
く
の
事
業
所
で
活
用

す
る
。
Ｑ
Ϡ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
ニ
ー
ζ
を
踏
ま
え
相

談
の
場
や
家
事
支
援
等
の
支
え
の
ߏ
ங
を
。
Ａ
ピㅢ

ア

サ
ポ
ー
ト
等
を
行
う
団
体
を
支
援
し
ؾ
軽
に
相
談
で

き
る
環
境
を
整
備
。
民
間
の
家
事
支
援
ヘ
ル
パ
ー
の

派
ݣ
等
に
も
支
援
す
る
。
Ｑ
感
染
拡
大
の
中
で
も
学

び
を
継
続
す
る
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
体
制
整
備

を
。
Ａ
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
教
材
作
成
等
の
サ
ポ

ー
ト
等
を
行
う
支
援
員
配
置
経
費
を
補
助
。
授
業
で

活
用
で
き
る
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
を
学
校
へ
提
供
し
て

い
る
。
Ｑ
女
性
活
躍
が
進
ま
な
い
ݪ
Ҽ
に
踏
み
込
ん

だ
取
組
が
必
要
。
知
事
の
見
解
は
。
Ａ
自
治
体
初
と

な
る
教
育
機
関
と
連
携
し
た
実
態
調
査
を
行
い
、
子

供
に
接
す
る
大
人
だ
け
で
な
く
子
供
自
身
へ
ܒ
発
を

行
う
等
大
人
、
子
供
の
両
面
か
ら
働
き
か
け
る
。
Ｑ

長
Ҿ
く
コ
ロ
ナ
禍
で
雇
用
回
復
後
れ
る
。
対
策
を
一

૚
強
化
す
べ
き
。
知
事
の
見
解
は
。
Ａ
デ
ジ
タ
ル
分

野
の
職
業
訓
練
を
大
幅
拡
充
、
介
護
分
野
で
専
門
人

材
を
育
成
す
る
。
女
性
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
訓
練
を
開

始
し
資
格
取
得
に
向
け
支
援
を
強
化
す
る
。
Ｑ
࿑
働

者
協
ಉ
組
合
に
つ
い
て
積
極
的
に
支
援
を
進
め
る
べ

き
。
知
事
の
見
解
は
。
Ａ
相
談
૭
口
や
専
用
ウ
ỻ
ブ

サ
イ
ト
の
開
設
に
加
え
ϫ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
等
、

都
民
に
紹
介
。
更
に
庁
内
に
制
度
内
容
等
を
प
知
し

区
市
町
村
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
す
る
。
Ｑ
۱
田
઒

Ｑ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
避
難
し
た
方
々
に
都
営
住
宅
等

を
提
供
す
べ
き
。
知
事
の
見
解
は
。
Ａ
国
か
ら
の
要

請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
連
携
し
て
都
と
し
て
支
援
す

る
。
Ｑ
発
೤
等
の
症
状
が
あ
っ
た
方
が
身
近
で
診
࡯

・
検
査
を
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
の
෼
か
り
や
す
い

情
報
提
供
を
。
Ａ
マ
ッ
プ
化
し
、
４
２
２
８
機
関
を

ܝ
ࡌ
。
ߜ
り
込
み
検
ࡧ
機
能
の
充
実
や
ス
マ
ー
ト
フ

Ỽ
ン
用
画
面
の
新
設
等
を
行
う
。
Ｑ
高
校
３
年
生
世

代
ま
で
の
医
療
費
ແ
ঈ
化
を
全
て
の
区
市
町
村
で
早

期
に
実
施
で
き
る
よ
う
取
組
を
。
Ａ
都
と
し
て
基
本

的
枠
組
み
を
示
し
、
５
年
度
か
ら
３
年
間
、
都
の
負

担
を
10
分
の
10
と
し
て
区
市
町
村
を
支
援
す
る
。
Ｑ

重
ཻ
子
線
治
療
は
࠾
算
性
だ
け
で
な
く
、
働
き
な
が

ら
が
ん
治
療
が
で
き
る
等
、
ױ
者
の
体
へ
の
負
担
ܰ

減
の
側
໘
も
検
討
す
べ
き
。
Ａ
重
ཻ
子
線
治
療
は
採

算
性
の
検
証
と
、
専
門
人
材
の
必
要
数
・
施
設
の
立

地
等
も
検
討
。
最
先
୺
が
ん
治
療
等
を
௿
侵
ऻ
性
や

生
存
཰
の
௿
い
࣬
患
へ
の
対
応
等
の
؍
点
か
ら
も
検

証
。
Ｑ
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
に
取
り
組
ん
で
き
た
֓

要
は
。
Ａ
基
地
病
院
・
協
力
病
院
を
選
定
し
、
発
信

基
地
を
整
備
。
患
者
を
引
き
継
ぐ
ラㅢ

ン
デ
ブ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
99
カ
所
確
保
し
訓
練
。
有
用
性
が
高
ま
る
よ

う
取
り
組
む
。
Ｑ
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
大
会
参
加
に

は
ಉ
行
ス
タ
ッ
フ
等
の
費
用
が
か
か
る
。
都
で
支
援

を
。
Ａ
４
年
度
は
選
手
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
に
対
し

て
も
大
会
参
加
等
の
経
費
を
支
援
。
Ｑ
新
た
な
動
物

Ѫ
ޢ
セ
ン
タ
ー
を
早
期
に
実
現
を
。
シ
ェ
ル
タ
ー
機

能
の
つ
い
た
施
設
の
実
現
を
。
Ａ
４
年
度
、
専
門
家

等
の
委
員
会
で
施
設
૾
や
機
能
を
具
体
的
に
検
討
。

Ｑ
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
৵
߈
を
受
け
、
༌
入
೩
材

ྉ
Ձ
֨
の
上
ঢ
等
で
ߋ
な
る
影
響
を
受
け
て
い
る
企

業
に
事
業
継
続
対
策
を
。
Ａ
中
小
企
業
制
度
融
資
に

新
ϝ
ニ
ュ
ー
創
設
し
、
コ
ス
ト
࡟
減
等
の
取
組
に
助

成
等
を
行
う
。
Ｑ
女
性
が
能
力
を
発
ش
で
き
る
た
め

の
男
性
や
企
業
の
意
識
改
ֵ
の
推
進
を
。
Ａ
４
年
度

は
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
等
と
連
携
し
発
信
力
高
め
、

更
な
る
意
識
改
革
に
取
り
組
む
。
Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
が
長

期
化
す
る
中
で
雇
用
対
策
の
ॆ
実
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
知
事
の
見
解
は
。
Ａ
東
京
൛
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

に
加
え
、
４
年
度
は
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
職
業
訓
練
の

拡
充
等
行
う
。
Ｑ
子
供
政
策
は
一
人
一
人
に
光
を
当

て
て
い
く
べ
き
だ
が
、
知
事
の
見
解
は
。
Ａ
௿
所
得

者
へ
の
教
育
費
等
の
支
援
に
加
え
、
い
じ
め
等
困
難

を
๊
え
る
子
供
に
政
策
の
֞
ࠜ
を
ӽ
え
た
支
援
を
重

層
的
に
展
開
す
る
。
Ｑ
ஂ
մ
世
代
が
後
期
高
ྸ
者
に

達
す
る
２＊

０
２
５
年
໰
題
へ
の
対
応
は
急
຿
。
知
事

の
見
解
は
。
Ａ
４
年
度
か
ら
ス
マ
ー
ト
ウ
Ỽ
ッ
チ
等

で
健
߁
状
態
を
可
ࢹ
化
で
き
る
取
組
を
開
始
し
、
高

齢
者
の
健
߁
維
持
増
進
に
繋
げ
る
。
Ｑ
ࢲ
達
は
、
駅

の
ホ
ー
ム
の
ڱ
さ
や
ࠞ
ࡶ
度
、
స
མ
事
ނ
の
危
ݥ
性
、

ベ
Ϗ
ー
Χ
ー
や
高
ྸ
者
、
障
害
者
等
の
利
用
数
も
加

ຯ
し
た
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
の
対
৅
拡
大
を
提
Ҋ
し
た
。

今
後
の
取
組
は
。
Ａ
12
駅
が
補
助
対
象
。
４
年
度
は

事
業
者
と
の
検
討
会
で
技
術
的
な
方
策
を
取
り
ま
と

め
、
整
備
計
画
の
見
直
し
を
個
別
に
調
整
す
る
。

Ｑ
災
害
時
の
通
信
環
境
確
保
の
た
め
๷
災
行
政
ແ
線

の
情
勢
を
調
査
し
࣍
世
代
見
ਾ
え
た
検
討
を
。
Ａ
通

信
の
高
規
格
化
は
利
便
性
向
上
の
一
方
、
प
波
数
不

足
が
懸
念
。
基
ૅ
調
査
を
実
施
し
課
題
整
理
を
行
う
。

Ｑ
廃
棄
物
の
都
外
ґ
ଘ
度
高
い
。
負
担
ܰ
減
に
環
境

都
市
・
東
京
の
知
事
と
し
て
の
࢟
勢
を
。
Ａ
༏
ྑ
ॲ

理
業
者
の
評
価
・
認
定
制
度
等
で
適
正
ॲ
理
や
再
資

ݯ
化
を
推
進
。
今
後
も
更
な
る
振
興
等
に
取
り
組
む
。

Ｑ
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
า
に
対
応
し
た
障
害
者
支
援

の
取
組
は
。
Ａ
障
害
者
Ｉ
̩
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
で

相
談
や
研
修
等
を
実
施
。
区
市
町
村
に
対
し
給
付
対

象
と
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル
機
ث
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
言
語
障
害
の
通
ڃ
が
中
学
校
に
な
い
。
٣き

つ
お
んԻ

症
の

生
ె
へ
の
取
組
は
。
Ａ
小
学
校
で
通
ڃ
利
用
し
た
生

ె
の
配
慮
内
容
の
引
き
継
ぎ
を
区
市
町
村
教
育
委
員

会
に
प
知
し
中
学
校
で
の
理
解
と
支
援
の
充
実
促
す
。

Ｑ
中
઒
の
新
小
ؠ
公
園
付
近
の
高
台
化
に
向
け
た
؇

܏
ࣼ
型
అ
๷
整
備
の
ᷤ
০
区
と
の
調
整
は
。
Ａ
అ
防

整
備
後
の
交
通
ॲ
理
の
協
議
等
を
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
、
公
園
と
の
一
体
的
整
備
に
つ
い
て
区
と
֮
ॻ

を
締
結
し
、
今
後
事
業
実
施
に
向
け
調
整
を
進
め
る
。

Ｑ
京
成
高
࠭
駅
か
ら
ߐ
ށ
઒
駅
付
近
の
మ
ಓ
立
体
化

の
取
組
を
伺
う
。
Ａ
国
に
着
工
準
備
の
補
助
金
を
新

た
に
要
望
し
事
業
化
に
向
け
一
歩
踏
み
出
す
。
今
後
、

地
元
区
等
と
連
携
し
積
極
的
に
取
り
組
む
。
Ｑ
水
元

公
園
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
安
全
対
策
の
今
後
の
対
応
は
。

Ａ
４
年
１
月
に
小
型
ݘ
Τ
リ
ア
の
表
面
の
౔
を
入
れ

ସ
え
た
。
今
後
は
大
型
ݘ
Τ
リ
ア
を
含
め
た
一
層
の

改
ળ
を
図
る
た
め
効
果
的
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
地
震
に
よ
る
被
害
想
定
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
火
災

延
焼
等
の
リ
ス
ク
を
見
え
る
化
し
て
情
報
発
信
を
。

Ａ
防
災
Ｈ
Ｐ
に
て
ट
都
直
下
地
਒
等
で
発
生
想
定
の

建
物
ඃ
害
等
を
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
上
に
表
示
。
Ｑ
学

校
څ
食
用
ڇ
ೕ
の
事
業
者
を
Ձ
֨
だ
け
で
な
く
環
境

Ｑ
ߤ
空
機
૽
Ի
の
環
境
基
準
が
適
用
さ
れ
る
地
域
は

ど
こ
か
。
指
定
地
域
外
は
適
用
さ
れ
る
か
。
Ａ
指
定

は
、
大
ా
区
、
඼
川
区
ٴ
ͼ
ߓ
区
の
一
部
。
指
定
外

で
は
航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
は
適
用
さ
れ
な

い
。
Ｑ
コ
ロ
ナ
重
症
ױ
者
や
死
๢
者
を
増
や
さ
な
い

た
め
高
ྸ
者
施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
཈
え
る
こ
と

は
重
要
。
認
識
は
。
Ａ
高
齢
者
施
設
で
の
感
染
防
止

対
策
の
取
組
が
重
要
。
感
染
対
策
の
प
知
徹
底
や
職

員
対
象
の
集
中
的
検
査
、
職
員
や
入
所
者
へ
の
ϫ
ク

チ
ン
追
加
接
種
等
を
実
施
。
Ｑ
独
法
化
後
、
ক
来
に

わ
た
っ
て
病
院
の
統
廃
合
は
な
い
と
言
え
る
か
。
Ａ

新
法
人
設
立
へ
着
実
に
準
備
を
進
め
る
。
Ｑ
都
立
病

院
෼
Պ
会
で
ҕ
員
が
、
公
຿
員
の
؃
ޢ
師
は
新
௠
代

ँ
が
な
い
、
年
を
取
っ
て
も
ࣙ
め
な
い
と
ड़
べ
た
。

୹
期
間
で
࣍
々
ࣙ
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
。
受
け
止
め
は
。
Ａ
独
法
に
移
行
す
る
際

は
、
法
人
法
の
定
め
に
よ
り
都
立
病
院
の
職
員
は
法

人
へ
身
分
移
行
す
る
こ
と
と
な
る
。
Ｑ
障
害
者
ஂ
体

か
ら
、
独
法
化
さ
れ
た
ら
行
政
的
医
療
が
確
実
に
継

続
さ
れ
る
保
証
な
い
等
の
都
民
の
声
。
受
け
止
め
は
。

Ａ
様
々
な
意
見
が
あ
る
こ
と
は
ঝ
知
し
て
い
る
が
、

独
法
化
は
議
会
の
議
決
も
経
て
進
め
て
い
る
も
の
。

Ａ
地
域
生
活
ڌ
点
を
５
年
度
末
ま
で
に
各
区
市
町
村

に
一
つ
Ҏ
上
整
備
を
目
標
と
し
、
体
制
整
備
に
取
り

組
む
区
市
町
村
を
支
援
。
Ｑ
急
性
期
リ
ϋ
Ϗ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
提
供
に
対
し
都
立
・
公
社
病
院
は
独
法
化

の
ϝ
リ
ッ
ト
生
か
し
対
応
を
。
Ａ
柔
軟
な
勤
務
制
度

等
構
築
で
人
員
体
制
を
強
化
し
、
集
中
的
か
つ
専
門

的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
切
れ
目
な
く
実
施
。

下
ྲྀ
෦
に
続
き
、
上
ྲྀ
෦
に
も
র
明
設
置
を
進
め
る

べ
き
。
Ａ
今
後
、
上
ྲྀ
部
へ
の
設
置
も
検
討
す
る
。

◎
代
表
質
問
・
一
般
質
問
・
予
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑
の
詳
細
は
、
東
京
都
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
会
議
録
・
速
記
録
」
内
の
「
本
会
議
の
会
議
録
」・「
委
員
会
の
速
記
録
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 https://w

w
w

.gikai.m
etro.tokyo.jp/

令和4年（2022年）4月30日発行 347

Q...質疑
A...答弁

3
月
̓
日ŋ

̔
日ŋ

̕
日

予
算
特
別
委
員
会

総
括
質
疑
要
旨 

 

松
田 

康
将

（
自
民
党
）

後
藤 

な
み

（
都
フ
ァ
ー
ス
ト
）

高
倉 

良
生

（
公
明
党
）

中
村 

ひ
ろ
し

（
立
憲
民
主
党
）

小
松 

大
祐

（
自
民
党
）

米
川 

大
二
郎

（
都
フ
ァ
ー
ス
ト
）

伊
藤
こ
う
い
ち

（
公
明
党
）

白
石 

た
み
お

（
日
本
共
産
党
）

へ
の
配
慮
等
か
ら
も
૯
合
的
に
ධ
Ձ
し
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
࡟
減
を
。
Ａ
国
に
学
校
給
食
用
ڇ
乳

の
要
ྖ
改
正
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
価
格
競
争
実

施
時
に
環
境
へ
の
配
慮
も
確
認
す
る
。
Ｑ
フ＊

リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
に
通
う
児
童
生
ె
や
保
ޢ
者
へ
の
支
援
の

具
体
的
取
組
や
対
৅
人
数
は
。
Ａ
必
要
な
支
援
等
を

把
握
す
る
た
め
４
年
度
に
約
１
億
円
の
予
算
計
上
。

調
査
対
象
を
千
人
ఔ
度
と
し
、
実
施
方
法
等
を
検
討
。

Ｑ
住
宅
確
保
要
配
慮
者
が
安
い
家
賃
で
入
居
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
。
Ａ
家
賃
௿
྿
化
補
助
の
適
用
は
地

元
自
治
体
に
よ
る
当
֘
補
助
の
実
施
が
લ
提
。
Ｑ
生

活
保
ޢ
は
国
民
の
ݖ
利
だ
と
各
෱
ࢱ
事
຿
所
に
周
知

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
੢
多
摩
෱
ࢱ
事
຿
所
の

̝
Ｐ
に
は
ࣔ
さ
れ
て
い
な
い
。
明
記
す
べ
き
。
Ａ
改

め
て
確
認
す
る
。
Ｑ
事
業
者
は
આ
明
会
で
家
԰
ଛ
ই

は
外
環
の
ト
ン
ネ
ル
掘
進
で
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
の
൱
定
は
難
し
い
と
回
౴
。
都
も
ಉ
じ
認
識
か
。

Ａ
事
業
者
に
引
き
続
き
き
め
細
か
な
対
応
を
求
め
る
。

Ｑ
੢
多
摩
地
域
の
通
信
環
境
向
上
の
取
組
は
。
Ａ
ి

波
状
況
の
実
測
調
査
の
対
象
を
西
多
摩
地
域
等
で
大

幅
に
拡
大
し
、
多
摩
地
域
中
心
に
事
業
展
開
す
る
民

間
事
業
者
を
掘
り
起
こ
す
。
Ｑ
ؾ
ީ
ม
動
対
策
に
お

け
る
森
林
ٵ
収
ݯ
の
知
事
の
考
え
方
は
。
Ａ
৿
ྛ
等

の
自
વ
環
境
は
ؾ
ީ
変
動
؇
和
に
重
要
な
役
割
担
う
。

環
境
基
本
計
画
の
改
定
に
向
け
྘
の
保
全
を
併
せ
て

進
め
る
。
Ｑ
新
た
な
働
き
方
ϫ＊

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可

能
な
଺
ࡏ
型
の
体
ݧ
農
園
等
の
整
備
は
農
地
の
活
用

方
法
に
有
効
。
取
組
に
支
援
を
。
Ａ
地
元
自
治
体
等

が
೶
園
を
造
る
際
、
経
費
の
４
分
の
３
に
助
成
。
࢓

事
部
԰
や
̬
̸
Ổ
̛
̸
等
の
施
設
や
機
ث
も
支
援
対

象
と
し
て
い
る
。
Ｑ
１
人
１
台
端
末
が
整
備
さ
れ
た

今
、
病
ؾ
で
学
校
に
行
け
な
い
子
供
達
の
実
ଶ
を
把

握
し
学
び
の
保
障
を
。
Ａ
各
学
校
の
支
援
状
況
を
把

握
し
授
業
の
ラ
イ
ブ
配
信
等
、
支
援
方
法
を
紹
介
。

と
や 

英
津
子

（
日
本
共
産
党
）

田
村 

利
光

（
自
民
党
）

＊
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
…
ಉ
じ
Α
う
な
ڥ
۰
や
Α

く
ࣅ
た
体
験
を
࣋
つ
者
ಉ
࢜
が
不
҆
や
೰

み
等
の
ղ
ফ
に
޲
͚
て
ॿ
͚
合
う
こ
と
。

用語解説

＊ 

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
…
υ
ク
λ
ー
ϔ

リ
と
ٹ
ٸ
ं
が
合
ྲྀ
し
、
ױ
者
を
Ҿ
き
ܧ

͙
৔
ॴ
の
こ
と
。

用語解説
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予
算
特
別
委
員
会

し
め
く
く
り
総
括
質
疑

3
月
22
日

要
旨

小
ྛ 

健
二

（
公
明
党
）

内
山 

ਅ
ޗ

（
都
フ
ァ
ー
ス
ト
）

Ｑ
１
歳
児
の
待
機
児
童
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
対

策
を
講
じ
る
べ
き
だ
が
、
知
事
の
見
解
は
。
Ａ
４
年

度
は
ゼ
ロ
歳
児
の
空
き
定
員
を
１
歳
児
の
受
け
入
れ

に
活
用
で
き
る
よ
う
定
員
変
更
を
行
う
保
育
所
に
補

助
す
る
。
Ｑ
登
下
校
の
専
用
車
両
を
利
用
で
き
な
い

医
療
的
ケ
ア
児
に
ど
の
よ
う
に
通
学
手
段
の
確
保
を

図
っ
て
い
く
の
か
。
Ａ
４
年
度
か
ら
福
祉
タ
ク
シ
ー

等
を
利
用
し
た
場
合
、
通
学
費
の
支
援
対
象
と
す
る
。

Ｑ
都
営
バ
ス
を
増
便
し
て
ほ
し
い
等
の
声
に
対
し
、

厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
も
都
営
交
通
と
し
て
、
地

域
の
必
要
性
に
積
極
的
に
応
え
よ
。
Ａ
新
た
な
経
営

計
画
で
は
、
全
駅
で
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備
等
、
厳

し
い
経
営
状
況
で
も
必
要
な
事
業
を
着
実
に
進
め
る
。

Ｑ
ひ
き
こ
も
り
の
当
事
者
や
家
族
が
地
元
自
治
体
以

外
で
相
談
や
支
援
を
受
け
ら
れ
る
広
域
的
な
体
制
づ

く
り
を
。
Ａ
支
援
推
進
会
議
で
広
域
連
携
の
あ
り
方

を
実
務
的
に
検
討
。
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

で
都
内
全
て
の
方
対
象
に
相
談
支
援
の
ほ
か
元
当
事

者
等
に
よ
る
ピ
ア
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
拡
充
。
Ｑ
高

校
生
の
１
人
１
台
端
末
で
の
学
習
が
始
ま
る
こ
と
も

踏
ま
え
、
都
立
学
校
の
通
信
環
境
の
強
化
を
。
Ａ
通

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
も
加
わ
り
、
都
民

の
不
安
高
ま
る
。
希
望
持
て
る
よ
う
全
力
を
。
知
事

の
見
解
は
。
Ａ
事
業
者
支
援
と
と
も
に
雇
用
や
生
活

を
守
る
サ
ポ
ー
ト
を
一
体
的
に
行
い
、
不
安
を
払
拭

し
て
い
く
。
Ｑ
子
供
を
笑
顔
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
を
高
め
る
べ
き
。
Ａ
質
の
高
い

体
験
活
動
と
な
る
よ
う
、
様
々
な
専
門
家
や
関
係
団

体
と
連
携
し
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て
い
く
。

Ｑ
昭
島
３
・
２
・
３
号
線
及
び
昭
島
３
・
２
・
øø
号

線
は
早
期
整
備
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
完
成
見
込
み

は
。
Ａ
事
業
認
可
の
期
間
は
、
昭
島
３
・
２
・
３
号

線
が
８
年
度
、
昭
島
３
・
２
・
11
号
線
が
10
年
度
で
、

期
間
内
で
の
完
成
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

信
回
線
の
増
強
工
事
を
進
め
、
４
年
度
内
に
全
校
で

完
了
予
定
。
完
了
ま
で
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
で
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
取
り
組
む
。
Ｑ
光
が
丘
駅
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
増
設
に
向
け
た
取
組
は
。
Ａ
６
年
度
供
用

開
始
を
目
指
し
、
４
年
度
は
詳
細
設
計
に
取
り
組
む
。

Ѩ
෦ 

祐
ඒ
子

（
立
憲
民
主
党
）

΄
ỳ
ち 

қ
ོ

（
自
民
党
）

成
ਗ਼ 

ས
ࠫ
子

（
都
フ
ァ
ー
ス
ト
）

Ｑ
都
内
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
大
規
模
災
害
の
応

急
・
復
旧
の
各
段
階
で
有
効
活
用
せ
よ
。
Ａ
利
用
方

法
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
関
係
機
関
等
と
訓
練
。

未
利
用
の
国
有
地
活
用
の
た
め
関
東
財
務
局
と
協
定

を
締
結
。
Ｑ
広
域
避
難
先
の
運
営
ル
ー
ル
等
定
め
た

計
画
の
策
定
を
。
Ａ
避
難
先
の
開
設
手
順
等
整
理
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
取
り
ま
と
め
４
年
度
は
都
や
関

係
区
が
役
割
に
応
じ
た
広
域
避
難
計
画
を
策
定
。
Ｑ

水
害
時
の
情
報
発
信
に
課
題
。
都
民
が
適
切
な
避
難

行
動
を
取
れ
る
よ
う
情
報
発
信
の
あ
り
方
の
検
討
を
。

Ａ
水
害
リ
ス
ク
の
効
果
的
な
伝
え
方
等
、
専
門
家
の

意
見
を
聴
取
す
る
場
を
設
置
し
、
対
策
を
取
り
ま
と

め
る
。
Ｑ
脱
炭
素
化
へ
の
取
組
を
早
急
か
つ
強
力
に
。

Ａ
環
境
基
本
計
画
の
改
定
に
着
手
し
併
せ
て
条
例
に

よ
る
制
度
の
強
化
・
拡
充
を
検
討
。
直
ち
に
加
速
・

強
化
す
べ
き
施
策
は
計
画
改
定
を
待
た
ず
実
行
す
る
。

ླ

໦ɹ

७

（
自
民
党
）

Ｑ
区
市
町
村
に
地
域
に
お
け
る
動
物
の
相
談
支
援
体

制
整
備
事
業
を
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
む

べ
き
。
Ａ
具
体
的
な
事
例
を
踏
ま
え
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
。
き
め
細
か
く
助
言
し
区
市
町
村
が
活
用

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。
Ｑ
都
立
高
校
で
教
員
養
成

コ
ー
ス
を
設
置
す
べ
き
。
知
事
の
見
解
は
。
Ａ
高
校

生
が
個
性
を
伸
ば
し
て
、
東
京
の
教
育
を
支
え
る
人

材
と
な
れ
る
よ
う
後
押
し
し
て
い
く
。
Ｑ
パ
ス
ポ
ー

ト
の
申
請
電
子
化
に
つ
い
て
国
に
要
望
を
行
い
利
便

性
の
高
い
仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
い
く
べ
き
。
Ａ
国

と
都
の
連
絡
会
等
の
場
を
活
用
し
意
見
を
伝
え
、
実

装
に
向
け
た
検
証
事
業
に
も
参
加
し
働
き
か
け
て
い

る
。
今
後
、
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
導
入
等
に
取
り
組
む
。

平
͚
い
し
Ỷ
う

（
都
フ
ァ
ー
ス
ト
）

Ｑ
特
定
整
備
路
線
を
検
討
す
る
際
の
延
焼
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
飛
び
火
に
よ
る
延
焼
は
考
慮
し
た
か
。

Ａ
不
確
定
要
素
が
多
い
た
め
考
慮
し
て
い
な
い
。
Ｑ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
身
近
な
ル
ー
ト
を
回
っ
て
く

れ
る
と
住
民
に
期
待
が
広
が
る
。
意
義
は
ど
う
考
え

る
か
。
Ａ
既
存
の
路
線
バ
ス
等
で
は
補
え
な
い
交
通

需
要
に
対
応
可
能
と
な
る
。
Ｑ
都
営
住
宅
に
つ
い
て
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
活
用
の
検
討
は
。
Ａ
同
制

度
を
導
入
し
て
い
る
他
自
治
体
の
入
居
資
格
の
確
認

方
法
等
を
調
査
し
、
都
営
住
宅
の
取
り
扱
い
を
検
討
。

ી
根 

は
͡
Ί

（
日
本
共
産
党
）

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
で
半
導
体
・
医
薬
品
等
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱
性
が
浮
き
彫
り
に
。
維
持
・
確
保
へ

の
支
援
は
。
Ａ
経
済
団
体
と
連
携
し
業
界
の
ニ
ー
ズ

掘
り
起
こ
し
、
企
業
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
取
引
ル

ー
ト
づ
く
り
を
支
援
。
Ｑ
４
年
度
の
都
保
健
所
の
感

染
症
対
応
の
あ
り
方
検
討
は
ど
う
行
う
か
。
Ａ
こ
れ

ま
で
の
取
組
や
調
査
分
析
を
踏
ま
え
、
学
識
経
験
者

や
医
療
機
関
、
市
町
村
等
で
構
成
す
る
検
討
会
で
検

討
。
Ｑ
都
有
施
設
で
の
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ
ｉ
整
備
事
業
の
狙

い
と
内
容
は
。
Ａ
各
局
と
調
整
の
上
、
来
庁
者
の
利

便
性
や
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
２
０
０
カ
所
に
設

備
導
入
。
導
入
に
当
た
り
使
い
や
す
さ
に
も
配
慮
。

Ｑ
雇
用
対
策
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
踏
ま
え
ス
キ
ル

付
与
の
支
援
等
で
再
就
職
支
援
を
強
化
す
べ
き
。
Ａ

Ｏ
Ａ
ソ
フ
ト
の
操
作
等
の
講
習
を
７
０
０
名
規
模
で

開
催
し
受
講
者
の
実
情
踏
ま
え
た
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。

ɹྛ

あ
き
ひ
ろ

（
自
民
党
）

細
田 

い
さ
Ή

（
公
明
党
）

Ｑ
相
談
窓
口
の
設
置
や
住
民
ト
ラ
ブ
ル
等
の
法
的
相

談
対
応
等
、
都
営
住
宅
の
自
治
会
運
営
が
円
滑
に
で

き
る
よ
う
支
援
を
。
Ａ
４
年
度
か
ら
自
治
会
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
の
設
置
や
無
料
の
弁
護
士
相
談
の
実
施
等
、

支
援
の
充
実
を
図
る
。
Ｑ
都
市
強き

ょ
う
じ
ん靭

化
に
当
た
り
、

水
害
へ
の
備
え
に
向
け
た
知
事
の
思
い
は
。
Ａ
大
規

模
水
害
を
重
要
テ
ー
マ
に
、
全
庁
的
な
体
制
で
検
討
。

ハ
ー
ド
面
の
備
え
と
と
も
に
ソ
フ
ト
対
策
も
含
め
、

強
靭
な
都
市
を
つ
く
り
上
げ
る
。
Ｑ
盲
ろ
う
者
で
支

援
が
必
要
な
人
の
掘
り
起
こ
し
を
力
強
く
推
進
す
べ

き
。
Ａ
支
援
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
調
査
等
を
行
い
、
実

態
把
握
。
区
市
町
村
と
連
携
し
て
利
用
者
に
寄
り
添

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
社
会
参
加
を
進
め
る
。

Ｑ
都
経
済
底
上
げ
、
賃
上
げ
に
関
す
る
経
済
政
策
に

つ
い
て
知
事
に
伺
う
。
Ａ
都
民
の
幸
福
な
生
活
を
実

現
す
る
た
め
未
来
の
東
京
戦
略
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
や
国
際
金
融
都
市
等
、
ま
ず
稼
ぐ
東
京
を
実
現

す
る
多
面
的
な
取
組
を
推
進
。
Ｑ
認
可
保
育
園
に
希

望
し
な
が
ら
入
れ
な
い
人
が
相
当
数
い
る
一
方
で
、

施
設
整
備
予
算
が
４
年
度
半
減
し
て
い
る
が
、
ど
う

い
う
状
況
か
。
Ａ
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
取
り
組
む

区
市
町
村
の
整
備
計
画
を
調
査
し
計
上
。
Ｑ
都
立
高

校
一
般
入
試
の
調
査
書
の
つ
け
方
基
準
は
統
一
さ
れ

て
い
る
か
。
Ａ
評
価
の
基
本
的
な
考
え
方
等
を
示
し

た
指
導
資
料
を
作
成
し
、
全
公
立
小
中
学
校
に
配
布
。

全
て
の
教
員
で
共
有
し
適
正
に
評
価
し
て
い
る
。

෩
間 

Ώ
た
か

（
立
憲
民
主
党
）

Ｑ
太
陽
光
発
電
の
廃
棄
で
都
民
が
想
定
外
の
費
用
負

担
を
求
め
ら
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
べ
き
。
Ａ
住

宅
供
給
事
業
者
等
に
対
し
適
切
な
設
備
設
置
の
提
案

等
を
行
い
都
民
の
理
解
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
都
と

し
て
働
き
か
け
る
。
Ｑ
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
子

供
特
別
運
賃
の
調
査
実
施
期
間
は
ど
う
設
定
す
る
か
。

Ａ
様
々
な
利
用
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う
４
月
中
旬

か
ら
５
月
末
ま
で
を
考
え
て
い
る
。
夏
休
み
や
冬
休

み
も
同
様
の
考
え
で
設
定
。
Ｑ
改
定
す
る
男
女
平
等

参
画
推
進
計
画
で
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に

ど
う
取
り
組
む
か
。
Ａ
都
営
地
下
鉄
駅
の
ト
イ
レ
改

修
や
授
乳
ス
ペ
ー
ス
を
身
近
な
地
域
に
設
置
す
る
支

援
等
、
子
育
て
親
子
の
外
出
環
境
整
備
に
取
り
組
む
。

関
໺
た
か
な
り

（
都
フ
ァ
ー
ス
ト
）

ݹ
৓ 

ま
さ
お

（
公
明
党
）

Ｑ
非
正
規
で
働
く
就
職
氷
河
期
世
代
等
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
支
援
強
化
を
。
Ａ
資
格
の
取
得
等
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
訓
練
と
職
業
紹
介
等
を
一
体

的
に
行
う
事
業
を
実
施
。
４
年
度
は
、
規
模
を
３
０

０
人
か
ら
千
人
に
大
幅
拡
充
。
Ｑ
人
々
が
憩
う
外
濠

の
水
辺
再
生
を
着
実
に
進
め
よ
。
Ａ
外
濠
へ
の
導
水

に
向
け
、
４
年
度
は
施
設
の
基
本
設
計
に
着
手
す
る

と
と
も
に
、
玉
川
上
水
の
構
造
物
健
全
度
調
査
等
を

行
う
。
Ｑ
新
宿
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
再
編
契
機
に

新
宿
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
。
Ａ
西
新
宿
地

区
で
は
地
元
協
議
会
等
と
と
も
に
再
整
備
を
検
討
し
、

４
年
度
再
整
備
方
針
を
策
定
す
る
。
東
口
地
区
で
は
、

地
元
関
係
者
が
国
際
集
客
都
市
の
形
成
等
取
り
組
む
。

Ｑ
神
宮
外
苑
再
開
発
は
見
直
し
を
、
と
い
う
６
万
筆

に
及
ぶ
署
名
の
重
さ
を
知
事
は
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

Ａ
樹
木
を
極
力
保
存
ま
た
は
移
植
し
事
業
を
進
め
る
。

創
建
の
趣
旨
に
か
な
っ
た
も
の
。
Ｑ
神
宮
外
苑
再
開

発
で
常
設
サ
ブ
ト
ラ
ッ
ク
設
置
の
計
画
は
い
つ
、
な

ぜ
な
く
な
っ
た
か
。
Ａ
平
成
26
年
７
月
に
設
置
す
る

空
間
余
地
が
な
い
こ
と
等
か
ら
設
置
困
難
と
整
理
。

Ｑ
神
宮
外
苑
ｂ
地
区
再
開
発
に
つ
い
て
、
都
は
森
喜

朗
氏
と
い
つ
、
ど
れ
く
ら
い
会
っ
て
い
た
の
か
。
Ａ

平
成
2�
年
５
月
の
ほ
か
１
件
、
会
っ
た
記
録
が
あ
る
。

Ｑ
被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
に
必
要
な
罹り

さ
い災
証
明
へ

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
導
入
の
取
組
は
。
Ａ
専
門
家
や
国
、

自
治
体
等
で
研
究
会
設
置
し
技
術
実
証
行
っ
て
い
る
。

判
定
精
度
向
上
の
Ａ
Ｉ
学
習
等
、
５
年
度
の
運
用
開

始
へ
取
組
を
加
速
化
。
Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
医
療
体
制
と

通
常
医
療
の
両
方
を
図
る
こ
と
が
重
要
。
今
後
の
医

療
提
供
体
制
は
。
Ａ
当
面
は
現
行
体
制
を
維
持
。
一

方
、
都
内
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
コ
ロ
ナ
用
病
床

の
転
用
を
依
頼
し
通
常
医
療
の
患
者
受
け
入
れ
体
制

を
強
化
。
Ｑ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
影
響
受
け
る
中
小

企
業
や
農
林
水
産
事
業
者
へ
の
支
援
を
。
知
事
の
見

解
は
。
Ａ
資
金
繰
り
支
援
を
一
層
手
厚
く
行
う
。
燃

料
値
上
げ
の
負
担
軽
減
の
支
援
等
、
着
実
に
講
じ
る
。

Ｑ
東
京
ゆ
か
り
の
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
を
発
掘
・
育
成

し
活
躍
の
後
押
し
を
。
Ａ
４
年
度
は
競
技
体
験
会
を

実
施
。
国
際
大
会
出
場
が
期
待
さ
れ
る
パ
ラ
ア
ス
リ

ー
ト
に
は
競
技
活
動
費
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
経
費
を
上

乗
せ
支
援
。
Ｑ
２
０
２
５
年
世
界
陸
上
を
日
本
陸
連

が
招
致
を
表
明
。
知
事
の
見
解
は
。
Ａ
日
本
陸
連
で

調
整
中
と
聞
い
て
い
る
。
具
体
的
な
話
が
あ
れ
ば
ど

う
支
援
で
き
る
か
検
討
。
Ｑ
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
等
の
目
標
定
め
る
行
動
計
画
策
定
の
中
小
企
業
へ

の
サ
ポ
ー
ト
強
化
と
、
規
模
の
小
さ
な
企
業
で
も
女

性
活
躍
推
進
の
取
組
を
。
Ａ
計
画
策
定
サ
ポ
ー
ト
研

修
の
実
施
規
模
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
女
性
の
働
き
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
研
修
を
規
模
の
小
さ
な
企

業
へ
重
点
的
に
実
施
す
る
。
Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
の
子
供
達

の
学
力
の
習
熟
度
や
学
習
意
欲
等
を
把
握
し
今
後
に

生
か
せ
。
Ａ
国
の
学
力
調
査
等
活
用
し
、
一
人
一
人

の
状
況
等
を
把
握
し
個
に
応
じ
た
指
導
進
め
る
よ
う

区
市
町
村
教
育
委
員
会
と
連
携
し
各
学
校
を
支
援
。

Ｑ
大
切
な
の
は
児
童
相
談
所
等
と
保
育
園
等
が
連
携

し
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
強
化
。
知
事
に
伺
う
。

Ａ
都
は
、
子
供
と
子
育
て
家
庭
を
支
え
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
を
整
備
す
る
。
Ｑ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
当
事
者
が
安
心
し
て
参
加
で
き
る
居

場
所
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
知
事
の
認
識
は
。
Ａ
当

事
者
が
互
い
に
繋
が
る
機
会
を
持
つ
こ
と
は
重
要
。

Ｑ
障
害
を
持
っ
た
成
人
の
余
暇
支
援
等
の
必
要
性
の

認
識
は
。
Ａ
障
害
者
の
余
暇
活
動
の
場
の
確
保
が
進

む
よ
う
区
市
町
村
の
包
括
補
助
で
支
援
し
て
い
く
。

ݪ
田 

あ
き
ら

（
日
本
共
産
党
）

ɹݪ

の
り
子

（
日
本
共
産
党
）

Ｑ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
影
響
の
長
期
化
が
予
測
さ
れ

る
中
、
中
小
企
業
の
支
援
等
必
要
な
対
策
を
。
知
事

＊ 

ϑ
リ
ー
ス
ク
ー
ϧ
…
不
登
校
の
子
供
に
対

し
、
学
習
活
動
、
教
育
相
談
、
体
験
活
動

等
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
民
間
の
施
設
の

こ
と
。

＊ 

ϫ
ー
έ
ー
シ
ἀ
ン
…
ワ
ー
ク
（
仕
事
）
と

バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
休
暇
）
を
組
み
合
わ
せ

た
造
語
。
テ
レ
ワ
ー
ク
等
を
活
用
し
、
リ

ゾ
ー
ト
地
・
温
泉
地
等
で
余
暇
を
楽
し
み

つ
つ
仕
事
を
行
う
こ
と
。

用    語    解    説

＊ 

̎
０
̎
̑
年
問
題
…
２
０
２
５
年
に
は
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
、
後
期
高
齢

者
が
前
期
高
齢
者
の
数
を
大
き
く
上
回
る

こ
と
に
伴
っ
て
生
じ
る
医
療
や
介
護
の
問

題
の
こ
と
。

用 語 解 説
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（
自
民
党
）

Ｑ
フ＊

ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
や
子
供
食
堂
に
支
障
を
来
さ

な
い
よ
う
支
援
を
。
Ａ
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
運
営
団

体
等
に
経
費
等
を
１
カ
所
約
２
０
０
万
円
上
限
に
補

助
。
子
供
食
堂
に
も
１
カ
所
50
万
円
上
限
に
支
援
。

Ｑ
チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
の
社
会
の
実
現
に
向
け
、

法
律
や
制
度
の
壁
を
越
え
て
子
供
を
中
心
に
置
い
た

先
進
的
政
策
を
。
知
事
の
決
意
は
。
Ａ
子
供
政
策
連

携
室
を
新
た
に
設
置
し
、
分
野
横
断
的
に
新
た
な
取

組
の
検
討
を
進
め
、
都
庁
の
総
力
を
挙
げ
て
子
供
政

策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
。
Ｑ
出
産
応
援
事
業
の

ア
ン
ケ
ー
ト
は
貴
重
な
都
の
財
産
。
施
策
に
生
か
す

べ
き
。
Ａ
子
供
政
策
連
携
室
の
設
置
踏
ま
え
、
関
係

各
局
と
連
携
し
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
が
施
策
に
反

映
で
き
る
よ
う
分
析
結
果
を
活
用
。
Ｑ
和
田
堀
公
園

に
お
け
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
の
協
議
状
況
は
。
Ａ
都

立
公
園
で
は
初
と
な
る
区
営
ド
ッ
ク
ラ
ン
の
運
営
の

方
法
等
を
区
と
協
議
。
Ｑ
早
期
の
女
性
専
用
車
両
拡

大
の
た
め
、
具
体
的
検
討
を
。
Ａ
大
江
戸
線
を
対
象

に
朝
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
の
利
用
実
態
等
を
踏
ま
え
検

討
。
Ｑ
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を

　
新
年
度
予
算
案
は
、
都
立
・
公
社
病
院
の
独
法
化

強
行
予
算
で
す
。
し
か
し
全
国
約
２
３
０
０
の
医
療

機
関
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
専
用
病
床
確
保
数
は
、
１
位

か
ら
11
位
ま
で
都
立
・
公
社
病
院
で
す
。
全
国
で
最

も
先
進
的
、
柔
軟
に
コ
ロ
ナ
対
応
し
て
い
る
都
立
・

公
社
病
院
を
、
独
法
化
す
る
理
由
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

立
ち
止
ま
る
こ
と
を
、
心
か
ら
訴
え
る
も
の
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
第
六
波
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

第
七
波
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
党
が
提
案
し

た
高
齢
者
施
設
や
保
育
園
で
の
検
査
の
抜
本
的
拡
充

に
、
速
や
か
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
て
お
き
ま
す
。

　
我
が
党
は
、
不
要
不
急
の
大
型
開
発
の
見
直
し
を

厳
し
く
求
め
ま
し
た
。
外
環
道
は
国
や
事
業
者
に
事

業
中
止
を
求
め
る
べ
き
で
す
。
問
題
だ
ら
け
の
神
宮

外
苑
再
開
発
は
、
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
で
す
。

　
令
和
４
年
度
予
算
は
、
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
構
造
改

革
な
ど
、
東
京
の
進
化
を
図
る
と
と
も
に
、
感
染
症

や
災
害
か
ら
都
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
東
京
都

議
団
が
要
望
し
、
水
道
・
下
水
道
料
金
や
都
税
の
支

払
い
猶
予
な
ど
、
年
度
を
ま
た
ぐ
切
れ
目
の
な
い
支

援
が
行
わ
れ
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵

攻
を
契
機
と
し
た
原
料
価
格
高
騰
に
対
し
て
、
補
正

予
算
に
よ
り
市
民
生
活
を
支
え
る
支
援
策
を
迅
速
に

強
化
し
ま
す
。
加
え
て
、
私
た
ち
の
提
案
に
よ
り
、

学
童
ク
ラ
ブ
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
へ
の
新
た
な
支

援
、
塾
代
支
援
の
対
象
拡
大
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
の
小
児
割
引
運
賃
な
ど
を
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、

町
会
・
自
治
会
の
新
た
な
活
動
支
援
と
し
て
、
防
災

グ
ッ
ズ
の
配
布
を
都
の
負
担
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
力
攻
撃
、
侵

略
行
為
は
、
断
じ
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
方
で
、
今
改
め
て
、
意
識
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
は
平
和
の
大
切
さ
で
す
。
知
事
に
は
、
常
日
頃

か
ら
平
和
の
意
義
を
確
認
し
、
平
和
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　
４
年
度
予
算
案
で
は
、
格
差
の
解
消
に
向
け
た
取

組
を
求
め
ま
す
。
都
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
都
民

の
暮
ら
し
と
人
に
着
目
し
、
貧
困
や
格
差
な
ど
の
将

来
不
安
の
解
消
に
向
け
、
経
済
的
な
不
満
を
訴
え
る

都
民
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
成
果
指
標
を

定
め
、
そ
の
達
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
４
年
度
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
、
さ
ら
な
る
不
測

事
態
に
も
機
動
的
、
果
断
に
対
策
を
実
行
す
る
た
め
、

基
金
の
残
高
回
復
が
必
要
で
す
。

　
都
議
会
公
明
党
の
要
請
で
当
初
予
算
に
準
備
経
費

が
盛
り
込
ま
れ
た
高
校
３
年
生
世
代
ま
で
の
医
療
費

無
償
化
に
つ
い
て
、
都
は
令
和
５
年
度
か
ら
の
３
年

間
、
都
の
負
担
を
10
分
の
10
と
し
て
区
市
町
村
を
支

援
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
高
く
評
価
し

ま
す
。
導
入
を
提
案
し
て
き
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
３

月
31
日
か
ら
運
行
を
開
始
、
近
隣
県
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
救
急
医
療
体
制
の
機
能
強
化
に
取
り
組
み

ま
す
が
、
都
民
の
安
全
安
心
の
一
層
の
確
保
へ
着
実

な
取
り
組
み
を
求
め
ま
す
。
チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス

ト
の
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
子
供
政
策
連
携
室
を

設
置
し
、
従
来
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な

取
り
組
み
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
区
市
町
村

で
子
ど
も
の
意
見
表
明
や
参
加
促
進
、
権
利
擁
護
の

取
り
組
み
が
進
む
よ
う
支
援
を
求
め
ま
す
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
へ
の
対
応
は
、
都
と
し
て
積
極

的
に
人
道
支
援
を
国
と
連
携
し
て
取
り
組
む
ほ
か
、

原
油
や
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
影
響
す
る
都
民
・
事

業
者
へ
の
対
応
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
は
、
医
療
体
制
の
逼ひ

っ

迫ぱ
く

を

防
ぐ
た
め
、
重
症
者
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
施
設
な

ど
の
追
加
接
種
の
加
速
化
や
経
口
薬
の
入
手
体
制
の

確
保
、
飲
食
店
や
旅
行
業
者
に
対
す
る
都
の
独
自
の

取
組
や
支
援
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
中
小
企
業
の

生
産
性
や
競
争
力
を
高
め
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

取
組
の
強
化
、
公
共
調
達
の
活
用
な
ど
販
路
開
拓
や

受
注
機
会
の
拡
大
支
援
を
求
め
ま
し
た
。
大
規
模
災

害
の
発
生
を
想
定
し
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し
た
物

資
供
給
体
制
の
強
化
、
立
川
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
の

機
能
強
化
な
ど
防
止
対
策
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

ま
つ
͹
ଟ
ඒ
子

（
公
明
党
）

３
月
25
日
　
本
会
議
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ײ
છ
঱
対
策
の
ڧ
化
と
事
業
者
ࢧ
ԉ

΢
ク
ラ
イ
φ
人
道
ࢧ
ԉ
へ
の
取
組
を

ླ

໦ɹ

७

（
自
民
党
）

要
旨

の
見
解
は
。
Ａ
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
よ
り
手
厚

く
支
え
、
離
職
さ
れ
た
方
々
に
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
就

職
相
談
を
新
た
に
開
始
す
る
等
、
事
業
継
続
と
雇
用

安
定
に
向
け
対
応
を
展
開
し
て
い
く
。
Ｑ
首
都
直
下

地
震
を
始
め
災
害
へ
の
備
え
を
万
全
に
す
べ
き
だ
が
、

知
事
の
見
解
は
。
Ａ
都
、
区
市
町
村
、
関
係
機
関
一

体
と
な
り
、
防
災
力
向
上
に
向
け
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
か
ら
対
策
に
取
り
組
み
、
都
民
の
命
と
財
産
を

守
り
抜
い
て
い
く
。
Ｑ
第
六
波
の
特
徴
は
子
供
の
感

染
と
家
庭
内
の
感
染
拡
大
。
子
供
へ
の
往
診
体
制
強

化
が
必
要
だ
が
見
解
は
。
Ａ
子
供
へ
の
往
診
や
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
を
積
極
的
に
進
め
、
在
宅
医
療
を
実
施

す
る
医
療
機
関
に
夜
間
休
日
の
往
診
等
を
要
請
し
た
。

Ｑ
働
く
親
が
「
小
１
の
壁
」
を
乗
り
越
え
る
た
め
会

社
の
環
境
整
備
を
促
進
す
べ
き
。
知
事
の
見
解
は
。

Ａ
短
時
間
勤
務
制
度
を
設
け
た
企
業
に
奨
励
金
を
支

給
。
４
年
度
に
規
模
を
拡
充
す
る
。
Ｑ
も
っ
と
Ｔ
о

ｋｙ
о
の
実
施
の
際
に
は
、
子
供
連
れ
旅
行
へ
の
助

成
を
強
化
す
べ
き
。
知
事
の
見
解
は
。
Ａ
再
開
に
当

た
り
、
子
供
を
連
れ
た
旅
行
に
配
慮
の
行
き
届
い
た

支
援
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。
Ｑ
２
０
２
５
デ＊

フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
の
知
事
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
４
年
５
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
の

状
況
も
把
握
し
、
都
の
対
応
を
速
や
か
に
検
討
す
る
。

習
得
す
る
た
め
、
育
児
中
の
女
性
も
参
加
で
き
る
能

力
開
発
支
援
を
。
Ａ
業
務
経
験
の
少
な
い
女
性
が
短

期
間
で
学
ぶ
訓
練
を
身
近
で
受
講
で
き
る
よ
う
都
内

10
カ
所
に
託
児
サ
ー
ビ
ス
付
き
会
場
を
設
け
る
。

Ｑ
第
四
波
の
コ
ロ
ナ
死
者
数
、
大
阪
は
東
京
の
３
倍
。

独
法
化
で
よ
く
な
る
等
ど
う
し
て
言
え
る
の
か
。
都

立
松
沢
病
院
名
誉
院
長
の
こ
の
指
摘
の
受
け
止
め
は
。

Ａ
個
人
的
発
言
の
詳
細
は
把
握
し
て
い
な
い
。
Ｑ
都

内
の
公
衆
衛
生
医
師
の
配
置
状
況
と
確
保
に
向
け
た

今
後
の
取
組
は
。
Ａ
都
内
の
公
衆
衛
生
医
師
の
配
置

数
は
定
数
に
配
置
希
望
数
を
合
わ
せ
た
１
７
４
名
に

対
し
１
０
６
名
。
４
年
度
は
採
用
案
内
Ｈ
Ｐ
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
や
民
間
住
宅
の
借
り
上
げ
等
を
実
施
す
る

予
定
。
Ｑ
ホ
バ
リ
ン
グ
は
自
宅
前
で
１
時
間
続
い
た
。

北
側
ヘ
リ
パ
ッ
ド
で
は
や
め
る
よ
う
国
と
と
も
に
米

軍
に
強
く
求
め
る
べ
き
。
Ａ
22
時
か
ら
６
時
ま
で
の

航
空
機
の
飛
行
停
止
の
徹
底
等
、
オ
ス
プ
レ
イ
特
有

の
騒
音
の
軽
減
等
を
地
元
自
治
体
と
と
も
に
国
に
求

め
て
い
る
。
Ｑ
４
年
３
月
ø÷
日
は
東
京
大
空
襲
��
周

年
。
知
事
は
東
京
大
空
襲
の
惨
禍
を
記
録
し
、
語
り

継
ぐ
重
要
性
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。
Ａ
戦
争
の

記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
次
の
世
代
に
語
り

継
ぎ
、
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
は
重
要
。

Ｑ
都
税
収
入
は
堅
調
だ
が
都
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
伸
び
悩
む
。

経
済
成
長
に
ど
う
向
き
合
う
か
、
知
事
の
見
解
は
。

Ａ
未
来
の
東
京
戦
略
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
国
際

金
融
都
市
戦
略
等
、
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
都
市
に
向

け
施
策
を
展
開
。
Ｑ
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
１
３

と
全
国
最
低
。
少
子
化
に
立
ち
向
か
う
知
事
の
決
意

は
。
Ａ
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
な
い
支
援

等
、
子
供
や
家
庭
に
寄
り
添
っ
た
政
策
を
進
め
る
。

Ｑ
虐
待
か
ら
子
供
を
守
る
た
め
、
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
む
べ
き
だ
が
、
知
事
の
決
意
は
。
Ａ
児
童
相
談

所
の
体
制
強
化
等
、
区
市
町
村
等
と
の
連
携
進
め
、

虐
待
防
止
に
取
り
組
む
。
Ｑ
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に

対
し
て
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
家
賃
補
助
の

実
施
に
関
す
る
知
事
の
見
解
は
。
Ａ
民
間
賃
貸
住
宅

を
活
用
し
、
重
層
的
な
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

構
築
を
進
め
る
。
家
賃
補
助
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

大
山 

と
΋
子

（
日
本
共
産
党
）

藤
井
と
΋
の
り

（
立
憲
民
主
党
）

　議場、各委員
会室での傍聴の
際に難聴の方の
聞こえを支援す
るヒアリング
ループを利用で
きます。
　各委員会室で利用される場合は、設
置の都合上、前日午後３時（土日及び
休日を含まず）までにご連絡ください。

ʪ໰͍߹Θͤઌʫ ౎議会 ܦཧ՝
ὸʢ��ʣ����ɻ ����

ヒアリングループのご案内

　
令
和
４
年
度
予
算
案
は
、
「
都
政
に
課
さ
れ
た

使
命
を
確
実
に
果
た
し
、
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ
と

力
強
く
歩
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
希
望
あ
る
未
来

を
切
り
拓
い
て
い
く
予
算
」
と
位
置
づ
け
、
第
一

に
危
機
管
理
の
強
化
、
第
二
に
持
続
可
能
な
都
市

へ
の
進
化
、
第
三
に
共
生
社
会
の
形
成
、
こ
の
３

点
を
施
策
展
開
の
軸
と
し
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
７
兆
８
０
１
０
億
円
、

特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は

15
兆
３
９
３
９
億
円
、
併
せ
て
審
査
し
た
令
和

４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
２
５
２
億
円
で
し

た
。

　
本
委
員
会
で
は
、
３
日
間
に
わ
た
る
総
括
質
疑

を
行
っ
た
後
、
各
常
任
委
員
会
の
部
局
別
質
疑
の

調
査
を
経
て
、
し
め
く
く
り
総
括
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

　
審
査
に
お
い
て
は
、
特
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

よ
る
影
響
へ
の
対
応
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
は
じ
め
、
行
財
政
運
営
や
経
済
産
業
振
興
、

都
市
基
盤
整
備
、
環
境
、
福
祉
・
保
健
医
療
、
教

育
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
防
災
・
危
機
管
理
な
ど
、

都
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
幅
広
い
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
審
査
経
過
を
踏
ま
え
て
、
予
算
案
は

３
月
23
日
の
委
員
会
に
お
い
て
各
会
派
代
表
委
員

に
よ
る
討
論
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

般
会
計
予
算
を
含
め
た
11
議
案
に
つ
い
て
は
起
立

多
数
で
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
議
案

に
は
少
数
意
見
の
留
保
が
あ
り
ま
し
た
。
他
の
19

議
案
は
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
、
予

算
審
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

用    語    解    説
＊ 

デ
ϑ
リ
ン
ピ
ッ
ク
…
４
年
に
１
度
開
催
さ

れ
る
聴
覚
障
害
者
の
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
こ
と
。

＊ 

ϑ
ー
ド
ύ
ン
ト
リ
ー
…
ひ
と
り
親
家
庭

や
生
活
困
窮
者
な
ど
、
生
活
に
困
っ
て
い

る
人
々
に
食
料
を
無
料
で
配
布
す
る
地
域

の
拠
点
の
こ
と
。

本会議で報告する三宅委員長

ʪ໰͍߹Θͤઌʫ ౎議会 議Ҋ๏制՝
ὸʢ̌ ʣ̏̑̏̎ ̌ɻ ̓̍ �̒

会議録・速記録のご案内
　本会議・委員会の議事の経
過や結果を記録・編集したも
ので、会期・委員会終了後、お
おむね30～50日（土日及び休
日を含まず）後に発行されます。
　都議会図書館（都議会議事堂
２階）、都民情報ルーム（都庁第
一本庁舎３階）や都内主要公立
図書館、都議会ホームページで
ご覧になれます。

予
算
特
別
委
員
会

討
論
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ʗ都ܭʗපӃձܭձۀࣄ෇౳ିߏػ੓๏ਓ東京都ཱපӃߦʗ஍ํಠཱܭձۀࣄݥอ߁ຽ݈ࠃ
ܭձۀࣄʗྟւ஍Ҭ։ൃܭձۀࣄ։ൃ࠶ࢢ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ Մܾ

஍ํফඅ੫ਗ਼ࢉձܭʗதԝԷചࢢ৔ձܭʗԼਫಓۀࣄձܭ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ Մܾ

ಛผ۠ࡒ੓ௐ੔ձܭ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ Մܾ

ྟւ都جࢢ൫੔උۀࣄձܭ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ Մܾ

খּݪॾౡੜۚࢿݐ࠶׆ձܭʗ฼ࢠ෕ࢠ෱ିࢱ෇ۚࢿձܭʗ৺਎োऀ֐ැཆ೥ۚձܭʗதখ
ʗܭॿ੒ձۚࢿվળۀړ؛ʗԊܭॿ੒ձۚࢿվળۀ࢈ࡐɾ໦ۀʗྛܭձۚࢿઃඋಋೖ౳ۀا
ͱ৔ձܭʗ都Ӧॅ୐౳อূۚձܭʗ都ࢢ։ൃۚࢿձܭʗ༻஍ձܭʗެ࠴අձܭʗߓ࿷ۀࣄձ
ܭձۀࣄਫಓ༺ۀ޻ʗܭձۀࣄؾʗిܭձۀࣄ଎ిंߴʗܭձۀࣄʗަ௨ܭ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Մܾ

Ұൠձܭ（ୈ̍߸） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ Մܾ

（߸ୈ̍）ܭձۀࣄݥอ߁ຽ݈ࠃ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ Մܾ

Ұൠձܭ（ୈ̍̔߸）ʗಛผ۠ࡒ੓ௐ੔ձܭ（ୈ̍߸）ʗ஍ํফඅ੫ਗ਼ࢉձܭ（ୈ̍߸）ʗ
Ұൠձܭ（ୈ̍̕߸） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Մܾ
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஍ํಠཱߦ੓๏ਓ東京都ཱපӃିߏػ෇౳ۀࣄձܭ৚ྫʗ஍ํಠཱߦ੓๏ਓ東京都ཱපӃػ
੓๏ਓ東京都ߦΛఆΊΔ৚ྫʗ஍ํಠཱ࢈ࡒఆ͢Δॏཁͳنʹ੓๏ਓ๏ߦΔ஍ํಠཱ܎ʹߏ
ཱපӃ܎ʹߏػΔ஍ํಠཱߦ੓๏ਓ๏ୈ۝ेޒ৚ୈೋ߲ʹنఆ͢Δ৚ྫͰఆΊΔ಺෦૊৫Λ
ఆΊΔ৚ྫ

○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ Մܾ

ྩ࿨ࡾ೥౓෼ͷ都ٴͼಛผ۠ฒͼʹಛผ۠૬ؒޓͷࡒ੓ௐ੔ͷಛྫʹؔ͢Δ৚ྫʗϚϯγϣ
ϯͷ؅ཧͷదਖ਼Խͷਪਐʹؔ͢Δ๏཯ؔ܎ख਺ྉ৚ྫ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Մܾ

一ɹ
ɹ

෦ɹ
ɹ

վɹ
ɹ

ਖ਼

東京都஍ํެӦۀاͷઃஔ౳ʹؔ͢Δ৚ྫ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × Մܾ

東京都৬員ఆ਺৚ྫ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × Մܾ

߸ਓ൪ݸͮ͘جʹਓΛࣝผ͢ΔͨΊͷ൪߸ͷར༻౳ʹؔ͢Δ๏཯ݸ੓खଓʹ͓͚Δಛఆͷߦ
ͷར༻ฒͼʹಛఆݸਓ৘ใͷར༻ٴͼఏڙʹؔ͢Δ৚ྫʗ東京都ମҭࢪઃ৚ྫʗֶߍ৬員ͷ
ఆ਺ʹؔ͢Δ৚ྫʗ東京都ֶཱߍઃஔ৚ྫʗ東京都都ࢢ੔උ܎ؔہख਺ྉ৚ྫʗ東京都ࠃຽ
৚ྫʗ東京都ྶԂ৚ྫʗ東京都૴ّॴ৚ྫۚج੓҆ఆԽࡒݥอ߁݈

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ Մܾ

東京都ެจॻؗ৚ྫʗ東京都ߦ੓ॻݧࢼ࢜ख਺ྉ৚ྫʗ東京都ࠃຽอٞڠޢձ৚ྫʗ東京都
ಛఆݸਓ৘ใͷอޢʹؔ͢Δ৚ྫ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ Մܾ

຿ख౰ʹؔ͢Δ৚ྫۈҭ委員ձ৬員ͷಛघڭ຿ख౰ʹؔ͢Δ৚ྫʗ東京都ۈ৬員ͷಛघߍֶ
ʗ東京都றं৔৚ྫʗ東京ফ๷ி৬員ఆ਺৚ྫ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ Մܾ

東京都Ըڅ৚ྫٴͼ東京都Ըڅ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫʗޏ༭員ͷୀ৬೥ۚٴͼୀ৬Ұ࣌
ۚ౳ʹؔ͢Δ৚ྫʗޏ༭員ͷୀ৬೥ۚٴͼୀ৬Ұۚ࣌౳ʹؔ͢Δ৚ྫʹڅͮ͘ج෇౳ͷ೥ֹ
ͷվఆʹؔ͢Δ৚ྫʗ東京都৬員ͷಛघۈ຿ख౰ʹؔ͢Δ৚ྫʗ৬員ͷҭۀٳࣇ౳ʹؔ͢Δ
৚ྫʗ東京都૊৫৚ྫʗಛผ۠ʹ͓͚Δ東京都ͷࣄ຿ॲཧͷಛྫʹؔ͢Δ৚ྫʗࢢொଜʹ͓
͚Δ東京都ͷࣄ຿ॲཧͷಛྫʹؔ͢Δ৚ྫʗ都ٴͼಛผ۠ฒͼʹಛผ۠૬ؒޓͷࡒ੓ௐ੔ʹ
ؔ͢Δ৚ྫʗ東京都۠ࢢொଜৼۚجڵ৚ྫʗ東京都๷ࡂձٞ৚ྫʗે੫ಛผાஔ๏ྩߦࢪʹ
๏౳ۀ෺औҾݐΔख਺ྉʹؔ͢Δ৚ྫʗ東京都都੫৚ྫʗ୐஍܎ʹৡ౉༧ఆՁֹ৹査ͮ͘ج
อࢱΔ৚ྫʗ東京都෱ؔ͢ʹࢭΔฆ૪ͷ๷܎ʹख਺ྉ৚ྫʗ東京ʹ͓͚Δॅ୐ͷ௞ିआ܎ؔ
෇අ౳ަ෇ۚ৚ྫʗڅݥอݥอ߁ຽ݈ࠃख਺ྉ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫʗ東京都܎ؔہ݈
東京都ࠃຽ݈߁อۀࣄݥඅೲ෇ۚ৚ྫʗ東京都डಈ٤Ԏ๷ࢭ৚ྫʗ東京都ࣇಐ෱ࢪࢱઃͷઃ
උٴͼӡӦͷج४ʹؔ͢Δ৚ྫʗ東京都ࣇಐ૬ஊॴ৚ྫʗ東京都ࢦఆোࣇ֐௨ॴࢧԉͷۀࣄ
౳ͷਓ員ɺઃඋٴͼӡӦͷج४ʹؔ͢Δ৚ྫʗ東京都ࢦఆোࣇ֐ೖॴࢪઃͷਓ員ɺઃඋٴͼ
ӡӦͷج४ʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫʗ東京都ࢦఆো֐෱ࢱαーϏスͷۀࣄ౳ͷਓ
員ɺઃඋٴͼӡӦͷج४ʹؔ͢Δ৚ྫʗ東京都ࢦఆোࢧऀ֐ԉࢪઃͷਓ員ɺઃඋٴͼӡӦͷ
ہ࿑ಇۀ࢈৚ྫʗ東京都੍ن४ʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫʗ東京都;͙ͷऔѻ͍ج
ѹΨスอ҆๏ؔߴख਺ྉ৚ྫʗ東京都ཱൽֵٕज़ηϯλー৚ྫʗ東京都ւ্ެԂ৚ྫʗ܎ؔ
ख਺ྉ৚ྫʗ܎ͼऔҾͷదਖ਼Խʹؔ͢Δ๏཯ؔٴख਺ྉ৚ྫʗӷԽੴ༉Ψスͷอ҆ͷ֬อ܎
຿खۈி৬員ͷಛघࢹܯख਺ྉ৚ྫʗ東京都Տ઒ྲྀਫ઎༻ྉ౳௃ऩ৚ྫʗ܎๏ؔ࢜ࣄ޻ؾి
౰ʹؔ͢Δ৚ྫʗಛผ۠ͷফ๷ஂ員౳ͷެ຿ิ֐ࡂঈʹؔ͢Δ৚ྫʗࢹܯிؔ܎ख਺ྉ৚ྫ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Մܾ

ഇç

ࢭ

東京都ཱපӃ৚ྫ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × Մܾ

東京都ফඅऀߦ੓ੑ׆Խۚج৚ྫ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Մܾ

໿　ܖ
都Ӧॅ୐̝̏ʵ̍̍̌東（େా۠東អ୩࿡ஸ໨）ࣄ޻੥ෛܖ໿ʗ都Ӧॅ୐̝̏ʵ̍̌̍東
޻（ஸ໨ୈ࢛̎ࢁฏࢢ೔໺）໿ʗ都Ӧॅ୐̝̏ʵ̍̍̐੢ܖ੥ෛࣄ޻（઒ࣣஸ໨ߥ઒۠ߥ）
౳ֶߴڮ໿ʗ都ཱখ୆ܖ੥ෛࣄ޻（େ୩ொࢢࢠീԦ）໿ʗ都Ӧॅ୐̝̏ʵ̍̌̑੢ܖ੥ෛࣄ
໿ܖ੥ෛࣄ޻ͼ৽ஙٴվम（̏）ߍ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Մܾ

݅　ࣄ

஍ํಠཱߦ੓๏ਓ東京都ཱපӃߏػதظ໨ඪʗ஍ํಠཱߦ੓๏ਓ東京都ཱපӃߏػʹঝ͞ܧ
ͤΔݖརΛఆΊΔ͜ͱ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × Մܾ

ྩ࿨̐೥౓ͷ࿈ଓཱମަࠩۀࣄͷ࣮ࢪʹ൐͏අ༻ͷؔ܎ಛผ۠ɾࢢͷෛ୲ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ Մܾ

౔஍ͷ৴ୗͷมߋʗ東京都ཱ༗໌਌ਫւ඿ެԂͷࢦఆ؅ཧऀͷࢦఆʗ東京都ཱ੖ւ྘ಓެԂ
ͷࢦఆ؅ཧऀͷࢦఆʗྩ࿨̏೥౓ͷ࿈ଓཱମަࠩۀࣄͷ࣮ࢪʹ൐͏අ༻ͷؔ܎ಛผ۠ͷෛ୲
ͷมߋ

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ Մܾ

แׅ֎෦監査ܖ໿ͷక݁ʗத໺۠ͷࣇಐཱࣗࢧԉࢪઃʹ܎Δࣄ຿ͷडୗʗ൘۠ڮͷࣇಐཱࣗ
ʗଟຎ઒ྲྀҬԼਫಓ๺ଟຎೋ߸ॲཧࢭͼഇٴ຿ͷडୗʗ都ಓͷ࿏ઢͷೝఆࣄΔ܎ʹઃࢪԉࢧ
۠ͷݐઃʹཁ͢Δඅ༻ͷؔࢢ܎ͷෛ୲

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Մܾ

ਓ　ࣄ

東京都ڭҭ委員ձ委員ͷ೚໋（ݪٶ京ࢠ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ಉҙ

東京都ڭҭ委員ձڭҭ௕ͷ೚໋（඿Ղ༿ࢠ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ಉҙ

東京都ݻఆ࢈ࢿධՁ員ͷબ೚（ࠇ୔ହ）ʗ東京都ݻఆ࢈ࢿධՁ৹査委員ձ委員ͷબ೚（℄߂
༸ࢠɺಓ੝େࢤ࿠ɺ۽૔౒ɺখྛརඒ）ʗ東京都ެ֐৹査ձ委員ͷ೚໋（ଜ಄लਓɺམ߹ത
໌ɺେ಺ࢠ޹ɺ㗔ઘത೭ɺ݉อ௚थɺখྛ߶ɺ଍ཱՆࢠɺެాࢤיஉɺࢁ໺༏ࢠɺڮߴ๜໌ɺ
ઙ໺໌ࢠɺ௡ଜീߐɺڮߴඒ࿨ɺ౉ᬒ༞ࢠɺத੢༝ඒࢠ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ಉҙ

議 һ ఏ ग़ 議 Ҋ

৚

ྫ

新
設 ੫ͷิॿʹؔ͢Δ৚ྫݥอ߁ຽ݈ࠃྉຢ͸ݥอ߁ຽ݈ࠃΔ܎ʹͲ΋ͷଐ͢Δੈଳࢠ × × × ○ × × × × ○ × ൱ܾ

一
෦
վ
ਖ਼

東京都ٞձٞ員ͷٞ員ใुɺඅ༻หঈٴͼظ຤ख౰ʹؔ͢Δ৚ྫˎ̍ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ Մܾ

東京都ٞձٞ員ͷٞ員ใु౳ͷಛྫʹؔ͢Δ৚ྫʗ東京都ٞձ委員ձ৚ྫ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Մܾ

ܾ　議 ΢ΫϥΠφ͔ΒͷϩγΞ܉ͷଈ࣌ఫୀͱ଎΍͔ͳฏ࿨ͷ࣮ݱʗۀ޻༻ਫಓྉۚͷݮ໔ાஔʗ
๺ே઱ʹΑΔϛαΠϧൃࣹʹର͢Δٞ߅ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Մܾ
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定例会の予定令和4年 第2 回

�݄�೔ ։会ʢ本会議ʣ

�೔ ୅ද࣭໰ʢ本会議ʣ

�೔ Ұൠ࣭໰ʢ本会議ʣ

�೔ʙ��೔ ৗ೚委員会

��೔ ด会ʢ本会議ʣ

˞ͳ͓ɺ৚ྫҊ̍ ʮ݅東京都ٞձٞ員ͷٞ員ใुɺඅ༻หঈٴͼظ຤ख౰ʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫˎ�ʯʹ ͍ͭͯ͸ɺٞ Ҋͷఫճ͕͋Γ·ͨ͠ɻ
ˎ̍ ʜٞ員ఏग़ٞҊୈ̐߸ɺ��ˎ ̎ʜٞ員ఏग़ٞҊୈ��߸（ྩ࿨̏೥ୈ̏ճఆྫձఏग़）
˞ఏग़ٞҊͱܾٞ݁Ռʹ͍ͭͯ͸ɺ都ٞձϗーϜϖーδͰ΋͝ཡʹͳΕ·͢ɻ

ʲུশઆ໌  r��ࣗ ʜ東京都ٞձࣗ༝ຽओౘɺ都ʜ都ຽファーストͷձç東京都ٞஂɺެʜ都ٞձެ໌ౘɺڞʜ೔ຊ࢈ڞౘ東京都ٞձٞ員ஂɺ
� ཱʜ東京都ٞձཱݑຽओౘɺΈʜແॴଐ（東京ΈΒ͍）ɺҡʜແॴଐ（東京ҡ৽ͷձ）ɺ༝ʜແॴଐ（஍Ҭ੓ౘɹࣗ༝ΛकΔձ）ɺ
� άʜແॴଐ（άϦーϯͳ東京）ɺωʜແॴଐ（都ٞձੜऀ׆ωοトϫーΫ）� （ྩ࿨�೥�݄��೔ࡏݱ）

　ロγアによるウΫライナ΁の܉事৵߈は、力による
一方的なݱ状変更を認めないというࡍࠃடংの根װを
༳るがすものであり、ฏ和的解決を求める全ੈքのئ
いもむなしく܉事行ಈという࠷ѱの手ஈを行使したロ
γアの๫ڍは、ݫしくڄ஄される΂きである。
　自ࠃのฏ和と҆定を望むウΫライナのओݖとࠃ民の
事的৵ུ܉いはଚ重される΂きであり、このようなࢥ
は、ࡍࠃ๏のਂࠁなҧ൓であるとともに、ࠃ連ݑষの
重大なҧ൓である。அじて༰認できるものではない。
　また、ロγアのプーνン大統ྖは、֩ฌثの使用に
つながる意ࢥをࣔしており、།一のඃരࠃであるզが
。すことはできないものであるڐとして、ઈ対にࠃ
　よって、東京都ٞ会は、ロγアによるウΫライナ΁
の܉事৵߈に対して強くٞ߅するとともに、ウΫライ
ナࠃ民とݱ஍ॅࡏの೔本はじめ各ࠃのࠃ民の҆全֬อ
及びウΫライナからのロγア܉のଈ࣌ఫୀと଎やかな
ฏ和の実ݱを強く求めるものである。
　Ҏ上、決ٞする。
　　令和̐年３݄３೔
� 東　京　都　ٞ　会

ウクライナからのロシア軍の即時撤退と
速やかな平和の実現に関する決議

　３݄２̐೔、๺ே઱は、新型の大཮間஄ಓϛサイル
と考えられるϛサイルを発ࣹし、զがࠃのഉ他的経済
ਫҬ内にམԼしたものとਪ定される。
　今ճの行ҝは、ࠃ連҆全อো理事会の決ٞにҧ൓す
るものであり、զがࠃの҆全อোにとってਂࠁかつ重
大なڴҖである。
　度重なるϛサイルの発ࣹは、ࣾࡍࠃ会の一கしたฏ
和的解決΁の強い意ࢥを౿みにじるものであり、அじ
て༰認することはできない。
　さらに、๺ே઱は、֩実ݧの再開もࣔࠦしており、
これは೔本のみならず๺東アδア及びࣾࡍࠃ会のฏ和
と҆全をஶしくڴかすものである。
　よって、東京都ٞ会は、๺ே઱の行ҝに対しݫ重に
する。また、政෎においては、๺ே઱がஅじてかٞ߅
かる行ҝを繰り返すことのないようࣾࡍࠃ会と連ܞし、
๺ே઱΁の制ࡋાஔを׬全にཤ行するとともに、፮க
・֩・ϛサイルといったॾݒҊ解決に向͚た強力な֎
交をల開し、அݻとした対応を࠾るよう強く求めるも
のである。
　Ҏ上、決ٞする。
　　令和̐年３݄2�೔
� 東　京　都　ٞ　会

北朝鮮によるミサイル発射に対する抗議決議

　東京都ٞ会は、ฏ੒̕年３݄、工業用ਫಓྉ金の改
定にࡍし、長期化するؾܠの௿໎を౿まえ、中খྵࡉ
໔ݮ業に対して、ಛผのا業が多い用ਫ型ൽֵ関連ا
ાஔをߨずる΂きとの付ଳ決ٞを行った。
　ͦの後、都ٞ会では、東京の஍Ҭ経済や都民生׆の
状況を考ྀし、ݮ໔ાஔのܧ続を求める決ٞを行って
きた。
　これをड͚て、都は、工業用ਫಓྉ金のݮ໔ાஔを
実施しているが、本年３݄຤೔をもってͦの実施期間
がऴྃする。
　しかし、զがࠃのؾܠは、このとこΖ࣋ち直しのಈ
きが続いているものの、都内の用ਫ型ൽֵ関連ا業は、
ґવとして不況業छに指定されるなど、これを取りר
くڥ؀は、今なおݫしい状況にある。
　よって、東京都ٞ会は、用ਫ型ൽֵ関連ا業に係る
工業用ਫಓྉ金について、ݮऩ෼に適切なાஔを行っ
た上、令和̐年݄̐Ҏ߱も、ݮ໔ાஔをܧ続するよう
強く求めるものである。
　Ҏ上、決ٞする。
　　令和̐年３݄2�೔
� 東　京　都　ٞ　会

工業用水道料金の減免措置に関する決議


